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カラチ発 13時 30分

左断貸期悶で，
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詞隕もう寸たの

してくれたので，朽

チラ
'ヵ(‘ 

した農
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1 1月29円（金） i 在バキスタン日本大使館（ラワルピ/テイから約 40マイ

1 1月30日（土）

1 2月 1 日（日）

たバキスタンの主府イスラマバゾドに所在している）化挨謬，五

十 と調査戸ついて打合せ。

1 0時に中央政府，

（イスラマバッド宿泊）

(Agriculture & 

Food Division, Planning Commission)を訪間，

Shafi Niaz部長からバキスタンにおける農業閤発の現状と

今後の且十両仄ついて説明を間く。

1 1時 30分から中央政府農業省 Sadique 次官補（研究担当）

vc挨拶，木調杏について閏係機関への連絡を依頼する。

（イスラマバッド宿泊）

ラワルピンテイ発 18時 20分（パキスタ 6 2 2便），

ペジャワル着 19時 00分 （ペジャワル宿泊）

1 2月 2 日（月） i 午前中，西バキスタン州立ターナプ農業研究所

(Agricultural Research Institute, 

Tarnab)を訪間所長不在のため'¥1r. Shuja(Oereal 

Section) から研究所の概要忙ついて脱明を間ぎ，試験圃場

を視察する。

午後，パキスタン科学工業研究会議北部地域研究所 (North

Regional Laboratory, Pakistan Council 

o f S c i en t i f i c and Ind u s t r i a I Re s e a r ch) 

を訪閂，所長 Dr, S,A.Wars i Iて挨拶，薬剤部長 Dr. 

N.A.Malikから研究概要陀ついて説明を聞ぎ，実験室を見学。

（ペジャワル宿泊）

1 2月 3 日（火） 午前，西バキスタン州立林業研究所 (Fores t Res e a r ch 

Institute, Peshwar)を訪問， M°'T。R.Khan所長か

ら研究所の概要忙ついて説明を間ぎ，同所長の案内で陳列館を視

その後各部々長の案内で林業研究部，生物科学研究音尉林産

研究部，教育部の実験室筈を視察。

ペジャワル発 l4時 00分（パキスタン航空 62 1便），

西バキスタン州の主都ラホール着 16時 00分

（ラホール宿泊）

1 2月 4 日（水） 西バキスタン州政府農業省を訪問， Majid Hasan Khan 

次官補から西バキスタンの農業の事情，外国との協力関係等1てつ

いて説明を間く。

（ラホー）レ宿泊）
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1 2月 5 日（木） I 午罰中，西バキスタン州立かんかし研究所 (Irrigation

Research Institute, Lahore)を訪閏， Mushtag

Ahmad所長から研究所の概要忙つい

Dr, Nazir Ahmadの案内で所内を見学。

午後，中央政府士壌調査計画事務所 (Soil Survey 

Project of Pakistan, Lahore) を訪団， Amjad 

，
 

を
J

Hassan氏からバキスタンの士壌調査の概要について説明を間

く。

夜， ホテルしておいて日本大使館主催の日

り， これに出席，その席上，西パキスタン州政府農契担当

Amir Ahmad Khan 氏忙逢い，

いて説明をする。

，
 

＿
ー―-

（ラホール宿泊）

1 2月 6 日（金） I 午前中， ラホール市内から 6マイルの地点尻あるカラシャカク稲

作試験地 (Governm en t R i c e Farm, Ka I a Sh ah 

Kaku)を訪間，主任のDr,Ch .Muhammad Sh a f i から

酉パキスタン忙ぢける米生産の現状と試験研究についての説明を

聞く。

午後， ラホールから 85マイル離れたライヤルプール忙ある西パ

キスタン州立アユプ農業研究所 (Ayu b Ag r i cu 1 tu r a I 

Research Inst i tut e, Ly al 1 pure)を訪間，所長

Dr, K.M.A.Hussain およびサヒワールとうむろこし試験

地 (Govrnment Maize Farm,Sahiwal)の主任 Dr,

Bhatti から研究の概要について説明を聞く。

（ライヤルプール宿泊）

1 2月 7 日（士） 午前 8時 30分から 1時間アユプ農研小麦部長Dr.Qureshi

から酉バキスタンの小麦栽培， とくにメキ、ンコ小麦の栽塔と試験

研究陀ついて説明を聞く。

午前 10時からライヤルプール近郊農村を訪間， field day 

を見学。 （ライヤルプール宿泊）

ライヤルプール発午前 6時 55分発（バキスタン航空 60 1便），1 2月 8 日（日）

1 2月 9 日（月）

ムルタンを経由してカラチ着 11時 50分。

（カラチ宿泊）

カラチから 13 0マイル離れたタンドジャム農業研究所

(Agricultural Research Institute, 

Tandojam)を訪問する予定であったが，交通手段の確保が出

来ず，訪問を中止し，本日は，調査結果のとりまとめを行なう。

（カラチ宿泊）
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1 2月 10 i二（火）：中

l 2月 1l日（水）

1 2月12日（太）

<,Agricu! tural Research 

Council, Karachi 

M 苓 Badruddoza から

明を間〈。

農業戸当尻長Dr.Kazi

后重り状況忙ついて胃尻

i Prot に• C :'. i , ぅn

Department) を訪間， Heshamul Haqu 

Dr .Azim の案内

＇午後， カラ

見学。

そさい生産北苧マリー ma l i r)を

視察。

1 4時から在カラチ日

の調査結果の概要筐ついて詞告。 ＼カラチ

）
 

ヽ
'

云
~
{

、）

＞
 ^

， 9‘
ハこ

(Pakistan Council of S 

t i f i c a n d I n d u s t r i a l Re s e a r c h)を肪閂，

Dr .A.H⑱ Chotani から業務の内容［こついて祝国を叫 <o

（カラチ宿／日）

J 2月 13日（金） l 棉研究所 (Pakistan Institu of Cotton 

Re sea r ch and Tech no I o g y, Ka r a ch i) 

所長の Iftikhar Afzal氏か

ラ
/

↓
9̀
 

4

/

 

(~ 

を訪馴，

窓，研究

＼ 

1 2月 14日（士） I バキスタン気象厨 (Pakistan Meteorological 

Department) を訪間，局長のMuhammed Samjullah 

1 2月 15日（日）

氏ぷよ

の慨要を聞く。

カラチ発 11時 15分（パキスタ

.A.Vahidy氏からパキスタ／

（カラチ袢『内）

7 3 0便），

東バキスタンの主都ダッ

1 2月 16日（月） I 午罰 9時 30分在ダッカ

l 5時 00分

（ダッカ宿泊）

打合せ

l 2時に東バキスタン農業機械化訓練センターを訪間，所長の

Syednddin Ahmed 氏忙挨謬曰本から沢遣竺れている

寺田・金子両専門家の案内で所内を見学。

（ダッカ宿泊）

1 2月 17日（火） I 午前 10時東バャスタ (East Pakistan 

Agricultaral Research Institute 

Dr.Alim ぢよび Dr.H.Zaman から東バキスクン忙沿げ

る稲作と ついて間く。

午後，東バキスタン朴1政府を訪閂，農業局長 Dr .Arni ru l 

Isl amから東バキスタンの食糧自給計画，研究課鼈苓よび外国

-4-



と ついて翌明を間（。

1 2月 18日（水） I 寺田

l 2月 19日（木）

たのてキャンバス内を見学， A。'.'vl,Anwarul Karin敦長か

ら大学0')概要げついて閲(。

6時マイメンジン発，午後 9時 30分タッ

（ダゾカ磨白〕

1 2月 20日（金） 1 ダッカから約 25マイル離れたカゾムプー）レ (Kashimpur)

にある East Pakistan Agricultural Develop 

-ment corporation,Agricultural Develop 

-ment Estate を祝察する。この地区は，協同糾合組艤で

そさいの生産団地をつくりダッカヘのそさい供給地とする言t面て

1 2月 21日（士）

l 2月22日（日）

1 2月24日（火）

また，研究［廿坦予定罰の Jaydebpur(タソカから約 23マイ

ル，車で 50分）を視察。 （タゾカ宿泊）

7時 50分発芍別色行列車でダツカを出発，マイメンジンエ

向う。マイメンジン (mvmen s i ' n gh J 

キスタ

University, mymensingh) 

ある。

で吏パギスタ

(Ea s t Pak i s t an Ag r i c u l t u r a l 

EEDで休日のためホテルにて調査結果のとり支とめ

（ダッカ宿泊）

II 

tute, Dacca)を訪閂，農業担当

（クノカ冑ii'l)

の実験圃場があり，

1時 30分東パ

大学は休暇中であっ

（ダッカ宿泊）

（ダッカ宿附l)

1 2月23日（月） ダッカ発 10時 00分（バキスタン航空 47 3便），

コミラ着 l0時 30分

コミラアカデミー (Pakistan Academy for Rural 

Development, Oomi 11 a) を訪間， 日

人氏の案内で所内を見学。

コミラ発 16時 45分（バキスタン航空 47 6便），

ダッカ着 17時 15分 （タッカ宿泊）

9時 30分ジュート研究所 (Ju t e Re s e a r c h I n s t 1 -

Dr.M,Ishaque 

からパキスタンのジュート生産ぢよび研究の現状について翌明を

聞く。

午後 1時在ク、ノカ日本鯰領事館を訪閂，晶査結果の慨要筐ついて

報告。 （ダッカ宿泊）

-5-



1 2月 25日（水） 酉川総領事公邸応おいて日本人CP と懇談。

（ダッカ 出）

1 2月 26日（木） タッカ発 l1時 20分（バキス 7 0 6便)'

パンコック陪 14時 30分

( コック宿泊〕

1 2月 27日（金） l I I パンコソク発 9時 55分（フランス 1 7 2便），

2 0時 50分

-6-



＂且
パキス の概要

t 東西パキスタンの違い

アジア地域は自外条件から湿澗地城と乾虞地域と二つに大きく分けることができる。その翡よその境

界絲はカムチャッカ半島のつけねのあたりから，アラビア半島の南端にむかつて引いた直線とされてい

る（図・ 1)。その線の東側は降水景多く，大ぎな河川があり，士地は森林か，耕地におおわれている。

作物の主体は稲で，家畜は牛が多い。一方西側は前者と対瞑的な乾燥地帯である。年間雨量は特殊な地

帯を除いては 50 0mm以下てあり，士地の大部分は草原であり，大沙漠危いくつかある。したがつて，

作物は麦が主体であり，おもな家畜は羊てある。

ご

図・ 1 アジアにおけるバキスタンの位置

このような自然条件の違いは，そこに住む人間の経済的基盤にも大きな影響を与える。主た経済的基

盤が違うと，そこに生活する人問の歴史的発展過程も違い，社会や文化もおのずから異なつてくる。
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ところでバキスタンはインド大陰をはさんで約 2,0 0 0畑を隔たる東パキスタンと西パキスタンに分

かれている。図• lをみると，東パキスタンは罰記した境界線の東冗，また西バキスタンは丙に位置し

ている。すなわち，パキスタンといつて忍東と万では各穂の面で大ぎな違いのあることが推定てぎ~ る。

両者の主な
I 
項目

気象条件

自然橙生

家 畜

食糧

商 品作物

と次のとおりてある。

民 族

戸i 語

面

人

貴

ロ

玉’

人口密度 (Km彗iり）

西パキスタン 東バキスタン

乾燥

・沙漠（タール）

牛・羊

小麦・肉

、，棉

インドアリアン
トルコイラニアン

ウルドウ

8 0万氏が

4,000万

5 0人

湿潤

森林

牛

米・魚

、ゞ

ゾユート

ドラヴイテアン

ベンガリ

l 4万知？

5,0 0 0万

3 6 0人

2 回毅

以上のようた自然条件，経済的基盤を異にする両地区がインドをはさんで一つの国家を形成している

のは，宗教（回教）のつながりによるものである。旧インド（現在のインド，バキスタンを含む）忙は

二つの宗教，すなわちヒンドウー教と回教とが併立，存在していた。しかし両宗教忙は大きな違いがい

くつかある。例えばヒンドウー教徒にとつて，神の使いで神聖含わさる心のとしている牝牛は回教徒忙

とつては，ただの動物で，お祭りの時には牝牛を乎気で殺して神えの犠牲陀供える。その反対に回教徒

化とつては豚は汚れたもので，さわってはいけないことvcなっているの忙， ヒンドウー教徒忙とつては，

ただの動物にすぎない。支たヒンドウー教徒はお祈りの時は賑やかに竪ぐか，同教の礼拝は含わめて静

かである。このように両宗教は装きてか違うため，両教徒は農村は心ちろん，都会地においても，それ

ぞれ別の集団をつくり，離れて生活して含た。

以上のように性格を異忙する両教徒の1日イント］ておける数的比率はヒンドウー教徒 5忙対し回教徒は

1であった。数において劣る回教徒は当然ながら政治，経済而などで不利な立場におかれた。したがつ

てイギリスからのインド独立忙当つて，回教徒は彼筈だけの近代国家を持とうとする運動をはじめ，そ

のエネルギーの発達，結実がパキスタンの誕生忙つながつている。旧インドに苓いて，回教徒の割合が

たまたま現在のバキスタン旭域において多かったことが，パキスタンを二つの遠く離れた地区に分割し

た原因となっている。現在東パキスタンは人口の 80.4 %が，西バキスタンでは実忙 97伶が回教徒で

ある。

なお両地区を結びつけている回教について若干説明を加えておく。

世界(ICは国境を越えて他の国や民族に広がつている国際宗教が三つある。キリスト教，仏教と回教で

ある。このうち回教は前 2者とあり方がかなり異なる。すなわち前 2者は国家と宗教とが相互に干渉し

ない政教分離の原則がとられている。これは信仰の自由の原則忙もとづいているからであり，国境を越
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他〇玉ii竺聾が·~ている唄区である。「日］敦忍本質喜ては個人の信仰から出発しているが， 'と

てはキ，）スト望x,fL数とはきご応反灼で・,

りした土団体こそれ応因脊；査

も規制ずる。伽えは［国義には

る。口］敦は単左る信仰体系ではな〈，

。それだけでな〈；口教はそのi:tlて

りさそ0 やり方忙もこ

主かな蜆とか克る。芝

v, 
() 

又、， ］年 l@, 月暦て＿［力月間， 門ば断食し左けれ｛ゴならた

ったが， 日の出， 巳没にはサ~イレン乙合図があり，•その期

閏たけは翌［間しでも日②土， 日没I])時間か掲載ごれて裟り，ほとんどの市民はこ（う規定匹したかつていた。

この［三か詈亨書鸞，経済行危左ど（ても名〈の規定かある Q このよう左規定が厳格忙実行されているこ

とは， このよう左規定を吐会が一般に承誇している証拠である。つ古り同教の法 しようと

すれば，

がある。

［可

社会そのらの力：同敦を公鰐ずるらのでなくては左らない。ここ

はほとんどい左い。支た貯離的尻遠い地城忙拡がつているため， 日本人は回教忙左

じみかない。しかし言］記したようにパキスタンは同教を とする国であるから，バキスタンと

るため｛ては，東西両パキスタンの国士を理解するととも忙，回教紅ついての理解か必

る。同教i(Cついては多くの出版物かある0 て，それらを参限された＜，本租では省略する。

3. 国の成

バキスタンはウルドウ戸で清洋（あるいは鈍血）な土地（国）の意味である。 l9 4 7年のインド狂

応とついて，同平 8月にインドから分離してイギリスの目冶領となり， l 9 5 6年新憲法が制定

され，口年 3月忙民主共臼団となっている。憲法応よつて回教の教義を遵守することを某本精神とし，

をパキスタン回教共和国と称した。しかしその需法は政変により廃棄され， 1 9 5 8年 10月忙国

名をバキスタン共和国筐改め，近忙国家としての一歩を踏み出している。したがつてパキスタンは蝕立

してからの歩みは約 20年と芸く，新しい国てある。

パキスタン バキスタンの

盤が違うため，連邦吐をとり，

きわめて遠いこと，またすでに述べたように風士，

もとに，東西両地区に州政府があり，行政忙当つている。中

央政府はイスラマバッド筐あり，東西両刈、[(Province)政府の所在地は西がラホール，東がダッカ

てある。それそれの州はさらし'CDivisiorに分けられている。図・ 2はDivisionとその政庁の所

在地を示した危のてある。 Divisionはさらに Dis t r i c t, その下に頃次 Sub-Divi s i on, 

Thana, Union, Village と 翡いている。
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; キス

西パキスタンの国土

(JI t/L鳳：-U; 蓼，—tJ襄

因バキスタンは共疇 24~.:l7u, 東咋 Cil ~ 7 (うこわたり，そ

とぼ阿阿緯度てある。 8 0万Knlとわが［月 (37言K万名）の 2

ことかできる（図 <1)。

る

地筍

ホトワル高原

バ）レチスタン高［京

インダス上流平原

インダス下流平原

北郷山岳地苧はヒマラヤ翡よひトランスピマラヤで知られる喜崚た

雫はス 1)マン“
"" 
、ィバル芦はこ

罰記した二つの山岳地帯の間陀ある標高 1,0 0 0 ~ 2, 0 0 0 f e e tの丘曖地苦であり，多くの侵袖斧か

形成され，忍や塩水糊が散在している。石管，石炭左どの鉗産物が多い。注たハルチスタン喜原はイ

アフガニスタン宝誓に接する匹大左山岳丘陵地腐である。以上 4つの地域のうち，丑トワル高

はかなり

の地である。

るアフガニスタンこの国培につ

あり，アフガニスタン’

るが，

てある。歴史的仄有名

カプール侭つながつて~いる。国トワル高原は

は雨曇の少ないことと朽芍つて岩石が露出し，尺しんとがイ喜・:
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;む~：：：：：~：_;_/r{、少 漠

口二〕平印

A カラチ

E ムルタン

I ラワルピンデイー

B ハイデラバッド

F ライアルプール

0 スカーJレ

G ラホール

J ペジャワル

D クエッタ

H ハンヌー

図 .3 西バキスタンの士地区分図 出所：参考資料 10 

インダス河は上流に心いて_, 木流の汽か忙 5つの支流を心つてい

Ravi, Ohenab, 
る。すなわち Sutlej, Beas, 

J he I umである。このうち Beasはバ

Su t le j と合流する。
キスタン忙入る前に， インド領内で

この 5つの河の流城がいわゆるパンジ
ャプである。パンジャプは Pan1nad

-・1 3 -



([jつの河）を語原としている。酌忙示したインダス上流平原筐当たる地城である。標高は 50 O~ 

1, () 0 0 fee t , その勾配は 1マイルにつき l feetと る。 5つの河化よ

地味豊かで，きた雨景も いため，古くから栄え，現在は旭城内忙綱の目のよう忙河川，運阿が

つだがり，西バキスタンの農業の中心地域である。ラオールは行改の中心都市として，アユ

所のあるライアルプールは農産物の集荷都市として栄えている。

5つの河はムルタンの南でインダス本流に合する。そこからアラビヤ海沿岸主でインダス河にそった

平坦旭がインタス下流平原である。この地城も最近，運河の建設がさかんで，重要左悲業地帯であるが，

ないことと，暑さがきひしいため，パンジャプ忙比べると，閲発は遅れている。カラチ北部の

ハイデラバッド（南部地城を担当する農業研究所がある）が下流平原の主要な農産物集散地である。

農業地帯であるインダス河流域の士壌はぼとん Clay芍たは Olay Loamである。

ないため，土壌は一般にアルカリ性きたは強アルカリ袢を呈し， PHは 7.0 ~ 8. 8を示す。士

壌の分析結果は少ないが，一例を示すと表・ 1のと裟りで，有機物（腐植含景）， しく少ない。

インダス河の東部および Sut I e jの南部はタール沙漠につなかる。タール沙漠は国境を越えてイン'

ド領内主で深くひろがつている。

表・ 1 士壌成分（西パキスタン，インダス悼積士）

有機物 窒素 燐 酸 加里，石灰

取庄. ~ 贔
0.82倒I0.0 5 2 1.3 0 ％ 3.2 2 ％ 

最低 014 0鵬026 OJ 4 0.7 6 0.82 

乎均 0.4 8 0.041 0.1 6 1.0 6 1.67 

出所：参考資料 18 

(2) 気 候

西バキスタンの気候の特徴を示すと次のと裟りである。

低緯度に位置する

内陸が多い（大陸的気候）

平原が多い

モンスーンの期間が短かい (7~ 9 月）•
モンスーンが弱い（ ベンガル湾から上陸する

東筐デカン山脈がある ） 

① 温 度

上の襟式図で理解できるように，低緯度忙位置すること，内陸が多いこと．さらに雨の少たいことと

いし厳

）

が
い
さ

寒

暑
冬
の

いロな少が雨

相つて， 4-9月の湿度はきわめて高く， とくに甫季vc入る直鮪の 6月か厳しい。地域的にはインダス

下流平原の上流地域が高く， 日中は連日 40°C以上であり，ジャコババッドでは 52°C の記録があ

る。この地城を中心にアラビヤ海に近くなるぽど，注た北部および西部の山岳地帯忙進むぼど厳しさは

やわらぐ。しかしバルチスタン高原の西北部は内陸にあり，雨が少ないため， これ注た夏の暑さが厳し

い。

一方冬期間 (1O~ 3月）はアラピヤ海沿岸の温暖地城を除くと，大部分の地域はかなり温度が下が

り， 応つとも低い 1月には， インダス上流平原の平均気温は 13°c' 最低平均気温は 5~6°0注で
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広~・" 
図.4 

るポトワ 忍みられる。

る7月と， もっとも低温の 1月尻苓ける平均気温 したものであり

きた表・ 2 はカラチ（アラピヤ海沿臣），ハイデラバン＇卜，ジャコババッド（以ヒインタ~ス下流平原、｝，

ラホール（インダス上流平原）， ラワルビンデイ（ポトワル高原）の年間の気候を示した心のである。

な翡参考古でに実暖計の摂氏と華氏の院みかえ表を表・ 3忙示して翡く。

7月 ,-←つア-・, 
/ r・,  
-✓ I 、-- .------._一ヽ
‘ ‘  、ヽ

1月

）
 

、

'

＼
 

'’
 ;j 

、

9

.

／

（

 

r. 
＼
 、・-\_-~--、一

ヽ
r--/ 
＼
 

40° 

゜
r-

o、
500 t,,,S t,,,Cl / 

ぐ、ヽ， J ヽ

，ヽ----
¥、`
＼ 

し

図 ・4 7月沿よび 1月に担ける平均気温等湿線（華氏゜F) 出所・参考資料 9
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衷 .2 主要旭筐ぢける月別の気氾と

（西バキスタン〕

注 1. ( )は標高 出所：バキスタン気象局資料

2. データは 1931~60
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可西壬ンスーンはベンカ），介弯からイン' ひろかりき その後で土ベキスタンしこ入る。後退ずる時は堕

とる。したがつてそこ期間は短かく， 7~9且C〉'i菫か 3jJ月（ごす合ない。それでらカン/,:: 芯阿

箇域をとぢるモンスーンは西バキスタン

v遺げ響ではかだりの降雨がある。しかしインタス下流平点は東部忙テカノ

は弱められ'['同が左〈，むしろ砂あらししつ来襲となる。

中心とした

肖たるため，ポトワ

る

とした山凸

るため，モンス,,.,ン~

少だい0

l ,_ 
✓ ,, してち 5 0 0罰m以下てあり，とく仄インダス 2日0加,J>

下， ジャコババンドでは lO 0mmにみたたい（区］ぉ :i'図象も＄表 '2)。
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6 ~ 9月

1 ~ 2月

~ 
図.5 雨季および乾季における降水量分布図
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5''> 
5~ 1 011 

1 O~ 2 0 

2 O~ 4 0 

4 O~ 6 0 

出所：参考資料 9



l. カラチ 2. ハイデラバッド

5. バハルプール 6. ラホール

3. ジャコババッド

7. ラワルピンデイ

図.6 年間降水量の分布図

③ 季節区分と気候区

5''> 

5~ 1 0 // 

1 O~ 2 0 

2 O~ 4 0 

4 0 ~6  0 

6 O~ 8 0 

8 0~100 

4. ムルタン'

8. ペジャワル

出所：参考資料 9

洞度，降水量の分布からわかるように，夏季 (4~6月），雨季 (7~ 9月），冬季 (IO~ 3月）

に季節を区分できる。冬季も 10, 1 1月森よび 2, 3月は温度かそれほど低くならないので，生活の

上からはもつとも快適な季節である F

気候区分については，ケッペン，ゾーンスウエイトなどの分類忙よると，西バキスタンはぼとんど一

つの地域に包括され，前者では BShw(熱帯半乾燥注たはステップ気候），後者では Ed(完全乾燥

で水不足が激しい）に類型化されている。しかし細かく分類すると次のようになる。

区分（地域） 降水量 気 湿

夏 期 冬期

北部且岳地帯 2 Q II以上 涼～暑 厳寒ポトワル高原

西部山岳地帯 l O~ 2 011 暑 寒

インダス上流平原 5~ 2 011 暑～厳暑 寒

インダス下流平原 _, 5 // ...._. 厳暑 晩～寒

-19 -



アラビ

バルチスタ

5~1、 0

会
{

としては洪水，

~5'/~ 

りはしはしはある。

暑暑

し力特徴的で虎 食

平戸が著しい。支たi'トワル喜原むよびてれ応

発土

（出八

罰述した氾撃あるいは気候などから推測でぎるように，西バキスタンの主舌悲盤戸

月〉があり，とく（てペジャワ い（年ご l~ 2 I「l!)

び）

+-
ダ）心 eさ

ある。とくしこ 5つの］可か流れ；，平氾で，降雨｛ても比較的恵され文いるパン，ノシャブ＼インダス上流丁原ノ

もつと心多く つ-cいる。図.7はDistrirt別匹示した人 広‘’ぶ,o

的筐心つとも古いといわれるイン＇ド文明尽， インダス

あるハラッバ，モヘン＇ゾヨダに::, タキンーラたど危)/: ン＇ジ

竺じた忍のであり？歴史的仄有名な

中心とした「月扱地区仄貸布していな，〉

Q
J
 

図.7 人口 (1 9 6 1年）

ここで主要都市を記して垢く。（ ）内の人口は 19 6 7年の統計忙よる。

カラチ (27 2万） アラビヤ悔に而し，バキスタ あり，西バキスタン唯一の

貿易港であり，空 もある。 った関係恋あり，

い。

ラホール (16 7万） 古くからパンジャプ旭域に虹ける行政およ り，酉パキ

スタンの州政府の所在地で＄ある。かんかい研究所をはじめ研究機閲も多い。

ライアルプール (72万） バンジャプ農業地帯の中心に位置し，農産物と〈に棉，小麦な

-20 -



地として栄えているが， もと応した工業もさかんである。西パギスクン最大のア

ニ3心 袋よひ農和大学がある。

ハイデラパソド (62万） インダスデルタ地帯の中心地であり， この地方 (Sindと呼ばれる）の

であり，支た旧都で応ある。近く［てインダス

ラワ几ピンァイ ('I2万），イスラマバッド ポトワル高原にあり，両庁］は接しており，後者はバキ

スタンの首都である。 （からのこの地方の中心商業都市であり，また行政，軍事な

となっている。匠くに保養地のマリーがあり，そこには麦類の銹病を担当している Department

of Plant Protection の研究室もある。

ムルタン (53万） パンジャプの南部にあり， この地方の中心商業都市てある。

ペジャワル (27万）

る

シルクロードの主要点で，

゜
J
 

N
f
 

＇ 

なカイバル峠主で

l 0マイルてある。西バキスタンの北部一帯を担当する農業研究所をはじめ，

も集古つて芦り，克たペジャワル大学も ぎい。

以上がもっとも重要な都市であるが，そのぼか，それぞれの地方毎に物資の集散地である中小商業都

市が分在している。サ lレゴーダ (17万），ジアルコット (17万），グ、ジュランワル (26万），チ

クール (12万），クエック (12万），バハワルプール (l3万），マルタン (10万）などか大き

い市である。

2. 西パキスタンの農業

(1) 土地利用

第 1節で述べたことから理解できるように，西パキスタンの農業はインダスの流城で行なわれて心り，

とくに自然条件のよいインダス上流平原（パンジャプ）が中心である。雨が少ないため，水を引く，ぃ

わゆるかんかい農業である。水はインダス茶よび支流から運河を引ぎ，それによつて灌水しているが，

一方北郭の山岳沿いでは伏流水を井戸 (weI l)で引合あげ，それを利用するものも多く，きた仮地で

は運河から滲透する水をポンプで引きあげて (Tube-wel l) , 灌水している。図.8はインダス流

域の士地利用区分を示したものである。
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や砂
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zー
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ー

ー

Cropped Land 

"Unimproved Grazing Land --
(Grassland, Scrubland, Semi-Desert)旦;三〗

疇

Wood I and 

Unused Land ニー
出所：参考資料 9

図.8 インタス平原における士地別用図

西バキスタンの耕地は 47, 3 8 8 (千ェーカー）
，約 1,900万 haて全国士の｝弱てある。しかし

実際の作物耕地はその 8割で， 2毛作地 (4,47 3千エーカー
, 1 8 0万 ha)を含めて， 1, 6 0 0万

ha弱である。表 0 4か士地利用の内訳である。なぢ西パ
キスタンでは運阿の建役を進めてお勺，耕旭

は年々ふえている。蝕立以来（約 20年） /IC開発した耕地け実に l0, 0 0 0千エーカー, 4 0 0万 ha

忙達しており，年にすると 20万 haVご当る。士地関発尻ついては第川章で詳述する

゜
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表。 4 西パキスタン応茶げる士地矛IJ用

(1965~66) 

面 積 198,600千エーカー

林 4,9 4 l 

l) l 2, 6 3 5 

揺ぎつけ地(2) 3 4, 7 5 3 

耕地(1)+(2) 4 7, 3 8 8 

二毛作地ml 4, 4 7 3 

耕作地(2)+(J) 3 9,2 2 7 

出所：参考沓料 1

主要作物の作付け面積苓よひエーカー当り収量は表・ 5忙示すと袋りである。表・ 6忙

してぬいた。

もつとも作付け面積の大きいのは小麦（約 50 0万 ha)で，続いて棉，稲が多く，それぞれ l4 0 

万 ha前後の作付けかある。そのぼか 50万 ha以上の作付け作物として， Gram, Baj ra, さとう

きひ， J owa r, とうもろこしなどがある。これらのうち小麦，棉，稲，さとうぎび， とうもろこしな

ど主食あるいは商品作物は作付けの伸ひか大ぎい。注た作付け而積は小さいか，高い成長率を示すもの

としてタバコ，落花生，王ねぎ，けれいしよなどがあり，野菜やMung ぶふえている。

西バキスタンは冬季が比較的寒いため， 日本と同様，作季は大きくわけて二つにわかれる。一つは 4

~6月に播種し， 1 0 ~ l l月に収穫する。これに該当する作物をKhar i f Crop と呼び，表・ 5

忙示した作物の大部分はこれに属する。他は Rabi Cropと呼ばれるもので， 1 0 ~ l 1月に播種し

て， 4~5月忙収穫する。小麦，大麦， Rape, Mustard, Gramなどがそれ忙当る。
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、二f二•

衣 0 C .) 西バキスタン応 る エーカー竺り収鼠

(1965~66) 

作 均 名 甚向
I
A
i
 

考

..  ヽ•

Wheat 

Cotton 

Rice 

Gr am 

Baj r a 

Sugar 

J awa r 

¥faize 

&Mustard 

Pulses 

Rape 

Other 

cane 

Bar l e y 

Vegetables 

!'-.1u n g 

Maso or 

Tobacco 

Man go 

Mash 

Ground 

Onion 

nut 

Oh i l l 1 es 

Potato 

（千エーカー） i :rーカー当り！ 

全バキスタン 1 四パキスタン i収箪 (Maund)
---寸―『

1 2, 8 7 4 i l 2, 7 3 8 i 8. 2 
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2, o 7 s I 2, 0 7 5 
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1, 3 4 9 I 
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1. 3 3 g I 

1, 5 6 5 i 1, 0 9 1 
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出所：
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r, キスタ 訂げる塁作物の作汀げ面積り唯稔と

作

6 6 
成長度

l乞 73 8 

2. 7 4 2 7 3 

2, 3 0 5 2,844 3,4 4 3 

3 9 8 3,0 1 3 2, 6 ＂ J 

2, 3 G 8 2,0 0 3 2, 0 7 S 

C 4 4 l, 0 5 7 1,4 7 6 

1, 3 6 l 0 9 6 1, 4 6 7 

9 9 0 I, 1 2 7 1, 3 3 9 

s tar 9り7 1さ 49 l, 0 9 l 

7 Q 0 0 0 

"/, -l 0 J 4 9 0 3 8 2 

! s 2 8 5 

:2 4 0 1 7 7 8 

1 4 2 l 8 l 4 5 

1 8 9 l 4 4 

7 1 1 2 6 ,,＼-、ノ

1 l 4. l O 0 8 2 

nut 6 ， 5 8 ◎ 

2 l 5 3 

s " ,'.)、-:i 4 6 

7 3 1 4 2 ◎ 

出所：参考資料 1

(2) 

① 小 麦

西バキスタンの:_j食てある。人々は小麦粉をねつて，丸く薄くして焼いて食べる。チャパテイと呼ん

でいる。作付け面積は 50 0万 haをこえ，全耕作延面積の土をしめ，他の作物忙比べ，ずばぬけて作

付けが多い。

した山沿

そ

て低い。した

るが，冬季比較的雨のあるポトワル高屎を中心と

のみで栽培している。

l O a当りにして 80 Kg官『［後であり， 日本のそれの 30 o/o程度にすぎず，ぎわめ

きいじともかかわらず，その生産醤は 40 0万 t程度で，西バ国民 1

人当り忙すると lO OKがこみたない。これらの不足は ,Jowarたど雑穀で注かなっているが，な

アメリカ， カナダなとより 50万 t

筐収の原因はいろいろあるが，

している。

は品穂，
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Rusts(Puccinia ! こind~上竺， Puc c i n i a g r am i n i sたと）の発生も大ぎ

な障害となっている。

酉パキスタンでは自 るため，

からも た対策かとられている。その方法

きわめて執心で，行政的紅恥技術面

よる耕地の拡大てあり，一つは栽

培技術の改善忙よる収量の増大である。両者は1井行して進められているが， と〈して後者が大苔な効果を

あけつつある。栽培法改善の某礎を左すものは新しい品種の導入である。各国から多くの，品種をとり

入れ試験をしているが，現在もつと怠良い成果を示しているのはメキジコからの導入品種であり，西パ

キスタンではそれして Mexi p ak 6 5等の品種名をつけ，将及にうつしている。小麦増産忙関する間包

忙ついては，栽培法を含めて第IlI章匠虹いて詳述したい。

小麦の播種はパンジャプが 11月上旬~1 2月下旬て， 4月中～下旬に収穫する。しかしインダス下

流平原では 3月下旬忙収穫している。冬季涅度が低下する北部山沿い地域では 10月 l5日頃忙播種．

4月下旬~5月上旬に収穫する。作付けは全地城を通じて，小麦一休閑ー小麦，小麦一棉ー小麦がもっ

と心多く，そのほか小麦一休閑一休閑ーさとうきび，小麦一棉ー緑肥作物（エチプトクローバー）など

がある。

② 棉

西バキスタンの最大の商品作物であり，東パキスタンのジユート (GoIde n-f i be r)に対し，

Silver-fiberと呼ばれる。生産量の 40茄が輸出される。棉は保水力が高い，やや重粘士壌忙適

するため， インダス流域の運阿地区忙作付けされており， とく MこライアルプーJレ， ムルタンを中心とし

た旭区が多く，さたカリプールからハイデラバッドにわたるインダス流域に心比較的多く作付けされて

いる。

作付け面積は最近かなりふえているが，収贔は表・ 5筐示すよう忙低く，他の棉生産国のそれの約半

分にすぎない。品種はアメリカ棉が全体の 80 %以上をしめているが，最近工ヂプト棉を導入し，実験

的忙カラチ近郊で試作されはじめている。

③ 稲

西パの稲作はバキスタン全体からみると比重は小さい。しかし西バキスタンだけに限つてみると，そ

の作付け面積 14 0万haは棉と並ひKharif Crop としてはもつと忍作付け面積が大きく，作付

げら伸び率も大きい。主産地はラホール近辺と， カリプーJレ，＾イデラバットを中心としたインダス流城

である。

西パキスタン匠作付けされる稲は粒質を某準陀して Fine種と Course種にわけられている。後者

は一般の食用として栽培されており，米が不足している東バキスタン忙も移出されている。前者は長く

て細＾透明の Fineの言葉どおりの美しい米で，中近東， ョーロッパに輪出され（約 10万 t)' 外貨

獲得忙役立つている。その作付けはラホール問辺に多く，面斥在で 32万 ha, 代表品種は 370Basm

-at iである。

稲の収量は粗放栽培のため， l O a当り 90~100K9ときわめて低い。多くの品種は無肥病条件で

涸汰されてきたため，施肥条件では倒伏しやすく，収督があがらない。西バキスタンでは食糧自給態勢

確立のため，小麦の場合と同様，稲収量の増大に熱心であり， IRRIから多くの品種を導入し，試験

を進め， IR-8はすで匹 IRRI-PAKと命名されて普及匠移されている。この問類についても第
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IIl章で詳しく述べる。

④ Gram, Bajra, Jawar(millet) 

Baj r aとJawa rはKhar i f Cropであり， GramはRabi Cropである。罰者は日本でい

えば戦罰のヒエのよう左位附忙当る雑穀乙貧しい人々の小麦にかわる食糧である。したがつて一般に

やせた士地に作付けされる場合が名＜，最近は順次減少の方向にある。一方Gram は蛋白府の少ない

丙パ庶民冗とつて重要た蛋白補給作物であり，寮た緑肥としても作付げされている。

⑤ さとう昏び

十分な水と肥沃な士壌を必要とする。したがつてかんがい栽培であり，ムルタン点よびペシャワルを

中心とした地区が主産地となっている。作付けは年々ふえている。しかし収冒が低く， 7 0万haをこ

える作付け面積忙もか＼わらず，い芍だに自給態勢は確立していないようである。

⑥ とうもろこし

J awa rなどと同様しら食糧として，小麦の不足する冬季陀利用されているが，一方家畜の飼料とし

ての利用心さかんになり，作付け而積は年々ふえている。十分な水を必要とするため，産地は雨の多い

ペンヤワル近辺と，かんがい栽培のできるバンジャプの運河ぞいにひろかつている。調杏期間中にとう

心ろこしの共進会 (Fi e l d -d a y)に参加でぎた。表彰農家はいずれも日本と同様な栽培法をとつて

おり，収扇はいずれ心 lO a当り 40 0Kg以上であり，実際にその出来もすばらしかった。しかし一般

はほとんど無肥料栽培で， l O a当り収景も 10 OKr; と低い段階にある。

⑦ 果樹，野菜

両者の種類別の作付け面積はもちろん，全体の作付け面積の把握もむずかしい。しかし西バキスタン

政府は両者の作付け増大vcきわめて熱心であり，また果樹については試験研究機関でも，その栽培から

加工までかなりの力を入れている。

西パキスタンは温度が低く，注た灌水できるためオレンジなど Citrusはかなり良質，美味であり，

パンジャプの連河地帯森よびペジャワルを中心とした山沿い地帯が主な産地となっている。またムルタ

ン旭区はマンゴーの産地として有名である。そのぼかペッャワ）レ，クェッタなど冬季湿度の低い，また

雨の多い地区では桃，西洋李， リンゴ， Almond apricot, 梨などが栽培されている。とくにク

ェッタ地区では良質のリンゴ，桃， プドウなどが生産できるようである。

これらの果樹は色彩豊かに市場で飾られ，販売されている。庶民からするとかなり高価であるが，そ

の需要はふえて茶り，その不足分はイラン，アフガニスタンから輸入されている。その輸入量は1963

~ 6 4年次で野菜を含め 4,133万）レビー（約 30億円）に達している。

野菜は自給用が主体であるが，大都市近郊では販売用として広く栽培され， とくにカラチ近郊のマリ

ーは有名な産地である。調査者もマリーを見学したが，その栽培のため，堆肥がつまれて森り，また緑

肥が栽培されていた。栽培されているそさいの種類は日本にある心のはぼとんどあるが，イギリス支配

による影響のためか， カリフラワー，ニンジンなどいわゆる西洋野菜といわれるものが多いようである。

野菜の中で作付け面積が大きく，古た伸びの大きいものをあげると宝ねぎ，ばれいしよである。玉ねぎ

は野菜ではあるが，むしろ香辛料的な色彩が強い。

⑧ 油料作物

Rabi Cropとして RapeとMustardが広く栽培されているが，西パキスタンでは Cotton
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e e ::', ;!: かんてあるむ

た東バキ~ スタンから

:'Ii 

r
j
 

~t 

として，芝たあ

と忍それをふ、やしたい意飲は

つは人間ンア｀凡糧そのものか不足し，

自紐草旭か少ないことである。四パギ~ノ、タ

とiだし` も‘
り

J

かないことと，

エロージョンの原因仄左つている。主

ら
又
p
d

な

左
^̀
‘ ヤ

9）
 

土
ダ へもちろん，

たし｝工うであるりを t,')原因り）一

ないこと。そ乙二は，デu用て羞る

れも

お,J:

いx

は l.9 ha , 

より，他肌か露出し，芦地として：利用でぎるところは少之くなって

恣`

れらC,名〈は

るう;, 主だ丁分で左〈，

なつデいる。

0 0 0万頭と推定されている。これを革阜Vこずると， l頭当りの

スタンでは運河増設しこより罪地の判：大を進め

させるため応は，それらの加，区へのOxen補給か不可欠であり，現状の了数

ら，か左り囀］開があるよう応思われる。

② Buffalo 

約 50 Cl万頭といわれ， ミルク，バターやGhef、(charified butter) 

そ

、f力し
゜
る

少左いようてある。バキ、フタン政府は屹戻匹強い環良糧の育成匹力を入れ，頭数の

齊加をはかつている。しかし Buffaloeの飼育が農家の罰業であり，克た大貪漢てあるため，政府の

期待するようにははかどつていない。飼料としてはKharif fodderとして Jowar, Baj ra, 

Gu a r a, とう応ろこしか， Rabiンーズンには Berseem, Senji, エジフトクローバなどが供給

される。主た Jレーサンも栽培されている。そのほか麦わら，豆がら， とう危ろこしおよ

とうぎひび）トップなどが貴雷な乾物飼料となつている。

噂; Sheep 

約 60 0万頭といわれる。高原翡よ

羊毛およひ皮を提供する。羊毛は

められている。

④ Goat 

約 55 0万頭といわれる。

する忍のらある。山芋

は順次 Sheepにお遣かわる危のと

⑤ その他

翡いて，野草を飼料として飼育している。マトン，

で苔るような良質な羊毛を得るため，

左ま
•9 

の主なねらいは肉と皮てあるか＄ 、カンミヤで知られる良質な毛を産出

いる。したがつて

いる。

Camel (約 45万頭）， Donkey (約 90万頚）か主なものである。酌者は主としてインダス下

流平原に飼育され，運搬応大合な役割をはたしている。 fl寺忙は耕起あるいは廿戸からの水吸み応和用

れる。後者は西バ全休に分布し，運搬用として列用さかている。

(,!) 士地所有，その他

西バキスクンの農地面積は約 4,700万エーカー，人口は約 4,000万といわれる。したかつて人口
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l , ぇ立，い、,"~、9 2エーカーである c 袷；平均して 6、0エ心-;}] とされている。

しかし実際には階層の分布か著しい。

左大地主告り度かとられ，地方によつて異なるが，全耕地の 50%から

8 0弼

れてきたが，それ のはアユ

くられ， さ

からであり，現在は 19 5 9年 1月に発

布された士地改革令にしたがつている。この:t地改革要綱の笙ーは，

5 0 0エーカー，非かんかい地 1,0 0 0エーカー忙限定したことである。しかしこの保有隕度は家族単

位てはな〈個人単位という差和た危のである。 1家で数人の名義忙左つていれば，それだけ保有面積は

るわけである。

ょって，国家が詞主から買いあけた 2 4 0万エーカーである。

面積からすると 5~6%忙すきない。全耕均の 50 %から 80 %が地主の所有であったことを述ぺたか，

それらと国家の入手した土地面積の対比から推定で喜るように，現在でも農地の大部分は彼等の所有匹

よる心のと考えられる。表・ 7はバンジャプに沿け した忍ので

の

忙は変わっていないと考えてよい。表念 7でかりに 25エーカー主で

7 2 %に達する。とく陀 10 0エ

している。このような傾向はインダス下流域平原ではさ

らに強いようである。

なお、 19 5 9 

来の制度は今も残っている。

調査者は残念なから士地所有に関して多くの知見を得ることがてきなかった。しかし酌記した概要か

小作料の適戸化がなされていない，小作料が収穫高の約tてある従

らも推祖IJで苔るように，西バキスタンの土地制度はさだ半封建的色彩が強いものである。

表。 7 パンジャプにぢける

所有者数 同 左笏 所有面積 同左％

5エーカー以下
！ 

9 0 6 千八 6 7. 1 1, ; 千0工0ーカー

5~ 1 0エーカー 2 2 7 1 6.8 1, 6 0 0 1 1. 0 

1 O~ 1 5 '1r') ~ 3, 9 8 0 0 5.5 

1 5~ 2 5 6 4 4. 7 l, 3 5 0 9.2 

2 5~ 5 0 6 1 4. 5 2, 4 5 0 l 6 8 

50~100 2 0 1.5 1, 7 0 0 1 1. 6 

100~500 1 2 0.9 2, 3 0 0 1 5.8 

500ェーカー以上 8 0. 6 2,600 l 7. 8 

ムロ 計 1, 3 5 0 l O O 0 l 4,600 1 0 0.0 

アジアの士地改革 (19 6 2)より引用

（出所） S。M 崚 Akht a r , ~Jc on om i cs o f Pak i s t an, th e t h i rd e d i t i on 
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1

パキスタン］

パキスタン 国土
し
~

ー，
/

‘

 

1~ 主
UL厚 9 旭訥，

東バキスタンは南Iてベンカノい匂をの土み，

2 1° ょり 27° の間（され，

かつている。面積は l4万I心rt'i頁バキスタン

るぼか，

とがで含る（図.9)。

チッタゴン丘陵地嗅

洪

近

禾昏

多いため，

紀 台

士壇

h|~ 
廿

氾塵平原

チッタゴン丘陵地帯は東部国境沿いに南北忙ひろかつている。属さは平均 2.() 0 0 f e e t, 

その大部分は森林に覆われている。

による焼畑雙業がみられる。

洪籾紀台地を近成氾麿平原と分けているが，

ぢいて僅か匹ピルマ忙つなかる鳳かはイン~ ト（ご団

），東畔 8ゞより 9

どちらぷカンジス，

の間こ主た

みたない。

~ 

心。 は次の 3つこわけるこ

蜂水量が

と貝岩からなる。山岳地

ブラマプトラ（ヒマラヤを圏とずる〉

苓よびメグナの 3大河川の運んだ堆積物によりでぎたものである。ただその形成

く， 芍た隆起作用によつて標高も高い。すなわち後者か 30 fee るのに対し， 台坦は 30~

100feetと高く，洪水の被害はうけない。洪精紀台地を代表する怠のは北西部の Barind段斤と

中央部の:¥fadhupur tract(通称ジャノグル）であり，そのぽか小面棋であるかコミラの面の

La Imai丘陵もそれに当る。 Barind段丘の面積は約 3,600平方マイル， 士壌は粘士を含んだ淡

赤あるいは褐色の士てある。 N, I乃 05' Caに乏しく，

t r actはタッカの北嬬からマイメイジンに達し，

PHは 6~6.5とされている。 :¥iadhupur

Bar ind段斤の半分の広さである。士填は赤色ラ

テライト， PHは 5.5 ~ 6. 0とされている。両地帯とぶ現在は閲発され，広く なわれている。
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高樺i,̀
¥ 

台地 (30~1001)

罪垂且 丘陵(、 1o o'以上）

I Ba r i n d 11 Mad h up u r Tr a c t s ID Ch i t t ago n g h i l l Tr a c t s 

A チッタゴン B コミラ C バリサール D クソカ E ンルエット

F マイメイジン G ラジジャピー

図.9 東パキスタンの土地区分図

東パキスタンの総面積の 70笏強が近国のi'巳驚平康てある。ガンジス， フラマプトラ，メグナの本流

をはじめ，鮨数の河川が流れ，翠沢か散在している。雨季と出たれは， これらの河から水か麿れ，坦域

の大部分か大なり小なり水没する。しかしそれの芍)たらす ンルトは士地生産力の回復に役立つて

沿り，東パキスタンの豊業一稲作を支えている。氾墨平原心阿□化近つくにつれ，デルタ形成作用が未

成熟で， と（に南西部(f)Sundarbanと呼ばれる地域はマングロープ樹で覆われ，農業しご利用されて

いない。

(2) 気 候

直パキスタンと異なり，モンスーンの影害を強く受け，冬，夏，

わゆる東南アジア型の気候である。

① 温 度

国の最北部は海岸線から 40 OKm以上あり，多少，準大陸性の気涅推移を示し，侮岸沿いよりは寒暑

と続く， しか各冬季糧暖で，ぃ

の差は大ぎい。しかしすでに述べたようして国土が小さく，山岳かないため，地城忙よる湿度差は比較的

に小さい（表・ 8)。そこてここでは国のほぼ中央に位置するダソカの気温の推移について示すこと陀

する。

夏は 3月からはじまり， らっと心暑い 4~5月きて気温は急上昇する。しかしベンガル湾応比較的近

いため， 4~5月の最高気温も 35°Cをこえることは少ない。その後はモンスーンかはじ注り，雨が多

いため，最高気温は僅かつづ低下する。しかし最低気渥は 4~5月より高い。そのため日平均気渥化す
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ると l0月上旬芍てはあきり差がなし合。つ支り

1 0 月後半から温度は i〖下し登

月の最低気温か l0°C以lご［こ下ることはない。

2月注で冬の

し暑い日

ぶつ 、も

くことこ左る 0

。したがつて生活の上か は苔

な季節てあり， 克た稲の栄養生長は であ
゜

表.8 王要均/!,:・ る月が］の ＇と

3

4

 
1
3
 
た

0

0

1

2

 

7

8

9

 

l

l

1

 

年間

8 1.5 

8 6.8 

8 9.6 

8 9.7 

8 7.9 

86.9 

8 6.4 

8 7.7 

87.4 

8 4.5 

8 5.5 

6 0.5 

68.3 

7 4.3 

7 6.9 

7 7.4 

7 6.7 

7 6.6 

7 7.0 

7 4.6 

6 5.9 

7 0.5 

71.0 

7 7.5 

8 1.5 

8 3.3 

82.7 

8 l.8 

8 1.5 

8 2.3 

8 1.0 

7 5.7 

780 

降水量・

(ll寸）

資

欠

J
a
 

)

~

 

・
~

（寅
`~ 

バ リ サ ー ル (3竹i)， 

気 温 (OF)

キスタン）

82.9 

905 

930 

9 2.1 

8 9.4 

8 7.1 

8 7.5 

8 8.6 

88.2 

84 0 

7 9.6 

86.8 

6 

6 9.8 

7 5.7 

782 

7 8.8 

7 8.5 

7 8.5 

7 8.6 

7 5.8 

6 6.'i' 

5 8.7 

71.4 

均

6 7.6 

7 2.1 

8 0.1 

8 4.3 

8 5.1 

8 4.1 

82.8 

8 3.0 

8 3.6 

82.0 

7 5.3 

6 9.1 

7 9,1 

,, 

陥水量心

（吋）

0.60 

0,7 3 

1.4 9 

3.9 4 

9.1 6 

I 6.5 8 

1 8.5,J 

l 7.0 3 

1 2.2 7 

7.7 2 

163 

0.1 3 

8 9.82 

ダッカ (8頒） ジル~ェット (35 m) 

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

1

2

 

7 7.9 

8 2.5 

9 0.5 

9 5.1 

9 2.7 

8 9.1 

87.3 

8 7.9 

8 8.2 

8 7.7 

83.6 

7 9.3 

5 3.1 

56。1

6 5.9 

7 4.2 

7 7.7 

7 8.6 

7 8.8 

7 9.1 

7 8.5 

7 4.7 

6 3.6 

5 4.9 

6 5.5 

69.3 

7 8.2 

84.7 

85.2 

8 3.9 

8 3.1 

8 3.5 

8 3.3 

8 l.2 

7 3.6 

6 7.1 

0.70 

1.2 3 

2.29 

4.04 

7.6 5 

12.67 

17.20 

12.0 0 

9.2 8 

6.64 

l.09 

0.09 

77、1

8 0.3 

8 7.1 

9 1.1 

8 7.9 

8 7.5 

8 8.1 

8 8.9 

87.5 

86.4 

8 3.7 

7 9.5 

5 5.0 

5 7.1 

6 3.4 

7 1.2 

7 2.3 

7 6.3 

7 7.6 

7 7.6 

7 6.3 

7 2.4 

6 2.8 

5 7.4 

66、1

6 8.7 

7 5.3 

8 l.l 

8 0.1 

81.9 

8 2.9 

8 3.3 

8 1.9 

7 9.4 

7 3.3 

6 8.5 

0.9 4 

1.6 5 

2.6 0 

7.5 7 

2 7.4 1 

3 5.93 

2 3.3 7 

2 0.91 

2 5.8 0 

10.80 

0.2 8 

0.22 

年間 86.8 6 9.6 7 8.2 7 4.8 8 85,4 6 8.3 7 6.9 1 5 7.1 8 

注 ~
疇1

2

 

（ ）は標高

データは 1931~60年の平均伯

出所：バキスタン気象局資料
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A チッタゴン B コミラ 0 バ リサール

F マイメイツン G ラジンャヒー~

ー
6 011ジ

50-so" 

8 O"< 
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0
 

O
 
0
 

8

0

4

 

0

0

 

0
 
0
 
0
 

6

6

8

0

4

 二

D ダッカ E ジルエット

出所：参考資料 9

図・ 10 東パキスタン忙おける降水塁の分布図

-34 -



災 害

すで［こ述べたように，東バキスタンはガンジ界ブラマプトラ，メグナのデルタ し，その

3 0 feet以下の平原である。しかも東バ全域が名雨地帯であり， と〈して蘭記大河川の J:

流には但界的な豪同］地苧がある。そのため洪水はしはしばであり，大河川の流れも昔からしばしば変つ

ている。洪水害の筏か応ぶ Nor-West er (北西偏向風）と呼ばれる雷嵐と，サイクロンと呼ばれる

暴風にもとづく 7 
心 o

Nor→ !,le s t e rは北西か る雷嵐で 3月匹はじ主り，モンスーンの関始とともに消える。若

干（普通 25 n叫以下）の雨を降らせるため，早播きのジュート，稲忙は恵みとなっているが，一方雹を

と忠なうことが多く，時に農作物に大含な被書を基える。主たサイクロンはベンカル湾して発生する大低

気庄で，モンスーン期間中生ずる汎早期 (4~6月）と晩期 (9~ l 1月）に発生するものがはげし

く，大きな被害を辱える。

④ 気候区

全域がモンスーン気候区匹属するが，図・ 10に示した降水量の分布と海岸線からの距離（気涅に影

響ずる）してより，芦よそ次の 3つの気候区匹わけることができる。

区分（地域） 年間降水量 気涅

ベンガル沿岸旭帯 so"以上 年間をとおして暖い

中西部内陸旭帯

北部内陸地苦

(3) 人口，主要都市

5 O~  8 0 寒暑の差がある

＂ 8 0以上 寒暑の差がかなりある（準大陵性）

僅か 14万Km', 日本の約 4割にすぎない狭い国土に， 5,000万以上の人が生活している。その人

口密度は 1Km2当り 36 0人と含わめて高い。しかも都市居住者は僅か 5%忙すぎない。以上で推定て

ぎるよう陀，東パキスタンは農村としては，世界的にもつとも人口密度の高い旭域の一つである。と（

にダッカ， コミラなど中央部の人口密度が高く， 1氏が当り 80 0人を越えるものと推定されている。

主要都市を示すと次のとぢりである。（ ）内の人口は l9 6 7年の統計による。

ダッカ (74万） 東バキスタンの州庁所在地。ベンガルの1日都であり，現在も東バキスタンの政治，

経済の中 ]うる。農業関係の試験研究機関心ぼとんどダッカに集中している。

ナラヤンガンジ (27万） ダッカの南匠接し，工業の中心地である。

チッタゴン (42万） 東パキスタンで心つとも重要な貿易港であり，また工業都市として栄えてい

る。日本との協力で製鉄工場がつくられている。

クールナ (25万） 西部の中心地。商工業がさかんである。南方 18マイルのチャルナはチッタゴ

ンと並ぶ貿易港で， ジュートの偉とんどがここから輸出される。

バリサール (8万） デルタ南部の中心地であり，ジュート，米など農産物の集散地であり．吉たチ

ッタゴンと海上航路で結ぶ重要蝕である。

プ／‘／ャヒー (7万） 西北部の中心地である。養蚕はこの地方Iiiこ多い。

コミラ (6万） コミラ地区の中心地であり，コミラアカデミーがある。

マイメイジン (6万） 北部の中心地であり，農科大学がある。

ジルエット (4万） 東北部の中心地であり，茶業がさかんである。
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出所：

，
 

図， 11 東パキスタン忙北ける土地判用図

作季は降雨と よひ温暖な気候と粗注つて次の 3つ忙わかれる。

栽培される

l. Rainy Season(Kharif〉 4~8月 稲 (Ausと呼ぶ），ジュート

2. Aghani Season 

3. Rabi Season 

作物の種類は多いか，前記し

6 鰍丁;;.....11•12 月 穂 (Amanと呼ぶ），さとうぎび

1 0 -・3 稽 4月 棺 (Bor oと呼ぶ），麦類，豆類，野菜

Rape & Mustard, ばれいしよ， タバコ

ら推測できるよう筐，作付けの心つとぶ多い心のは稲であ

り，商品作物であり次位面積のジュートと合せて， 8 5笏に達している。まさに水田農
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業といえる。そのぼか作付げ面積の大きいものを示すと， Aghani Season(/)さとり含ひ, Rabi 

SeasonのRape と Mustar d , 戸類，野菜などてある。面精はまだ少ないか名はれいしょ，ゴ：

ねぎはふ 苔（，茶，バナナ心 9、. ~ 
v>h 

ふ、~゜

表・ 10 東バキスタン (ICぬけ とエーカー当り収量

(1965~66) 

作 物 名
', , a-•,,. ( エーカー）

全バキスタン 東パキスタン

Rice 2 6, 5 7 3 2 3, 1 3 0 

,Jute 2, 0 9 0 2, 0 9 0 

Rape & Mustard 1, 5 6 5 4 7 4 

Sugar cane 1, 8 5 5 3 7 9 

Pulses 1, 0 4 9 3 4 9 

Vegetables 5 6 7 2 8 2 

Ch 1 l Ii es 2 3 8 1 9 2 

Masoor 3 l 3 l 6 8 

Potato l 9 2 1 5 0 

Gr am 2, 7 7 8 l 3 5 

Wheat 12,874 1 3 6 

Se s am urn 1 9 ,1 l 2 4 

Mash 2 0 4 1 2 2 

Tobacco 2 5 3 1 0 9 

Betal nut 1 0 3 1 0 3 

Ban an a 1 I 2 l O 0 

Man go 2 2 I 9 5 

Tea 9 5 9 5 

Onion 1 2 3 7 0 

エーカー当り

u n d) 
備 考

l 2. 2 maund=3 

l 4.8 
(Clean) 

cl 亡..こ, 

5 4 2.2 

8.3 

6 4.2 

7. 4 

7 ,. J r 

8 8.2 

8.7 

7. 0 

5.3 

8.2 

6. 7 

6.3 

1 6 6.0 

1 3 9. 5 

8,3 

5 7. 5 

出所： ー
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表念 1l 東パキスタン［こ沿け げ面積¢バ推移と成長度

作 物 イs9コ

Rice 

Jute 

Rape & Mus t ard 

Sugar cane 

Pulses 

Vegetables 

Oh i l l i es 

Masoor 

Potat.o 

Gram 

W「heat

Sesamum 

Mash 

Tobacco 

Betal nut 

Banana 

:Mango 

Tea 

Onion 

12) 主要作物

① 稲

作付

1949~50 

1 9, 5 2 8 

1, 5 6 1 

4 7 7 

2 2 7 

2 9 7 

5 4 6 

1 6 8 

2 6 4 

・ヽ・

2 0 1 

9 7 

1 3 0 

J l 3 

1 2 8 

2 2 6 

... 

..、

7 4 

... 

エーー）

1958~59 1965~66 
成長度

19,643 2 3, l 3 0 ◎ 

1, 5 2 8 2, 0 9 0 

゜5 5 4 4 7 4 

2 4 4 3 7 9 ◎ 

3 l 8 3 4 9 

4 1 0 2 8 2 

1 6 0 1 9 2 

1 9 0 l 6 8 

s s 1 5 0 

1 4 1 1 3 5 

9 9 1 3 6 

1 3 9 1 2 I! 

1 4 3 1 2 2 

1 1 l 1 0 9 

1 8 9 1 0 3 

5 3 1 0 0 ◎ 
．．． 9 5 

7 6 9 5 ◎ 

4 0 7 0 ◎ 

出所：参考資料 1

東バキスタン人の主食であり，石り作付 1ナは 92 0万 ha, 全作物延作付け面積の 80%に達する。し

かしその収量は平年尻すると 10 a当り lOO~llOK,;であり，計算上からの年間 1人当り取得可能

量は約 15 O Kqである。 l 5 0 K,; という量は戦前日本でいわれていた大人 1人の年間消費量に当たる。

それ忙心かかわらず常時不足し，現在西パキスタンおよびビルマなどから毎年 40万 t程度の米を，己

らに小麦も 2O~  3 0万 t輸入している。この現象をどのようにみるか大変むずかしいが，副食がない

ため米の消費が多いことは事実のようであり，また国境地区からかなり多星の米がインドに流出してい

るようである。

以上のような状況にあるため，東バ政府は米の生産確保に骨を森つている。そのため国境地帯 5マイ

ルの範囲にある大農家の余剰米を一般米価より高く買い上げている。また多収の IRRI育成種の普及

をはかるため各地区に展示圃を設置し，さら忙井戸 ('fube-we11)を施設し，冬季に古ける稲作の

奨励をはかつている。
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いて効果

咆摯のところの成間の際，平原地

1こより士旭列用区分viできることを氾へた。このような氾翌と

りでな ，瑶の品種の選択ゴ岱よ

ないため，果樹，

降

あり，

野菜な

して園場内四

ろてあり，豊富な日阿と，

以＿上のこう

忍つ

えで

といジてら，

`~At 

f
 

も人~ 含い。とこら

る

ろか‘’

く影腎してい

一方国在臼用

(Medi um 

技術を駆使で苔る和宣かあ

左

ぶかなり多く，水深は 3~4feeぶ t から時忙〗 8 fee t 

モンが中心てあり，播きつば

分げした。

る

and 

し，

なり＄

ま，
 

^
t
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t
;
r
 

'r i
i
 

低ふ

可季にあ、いて名げ帯水し

される。古た

ス，

水の乱身節で

ところではアウス，

。予口冦は冬季応灌水できるとこ

モン‘てで

ない Lowland

し、

゜
忍，品種心注

ち芍ちてある。このような条1牛忙虹いて

東パ スタ ぎわめて小心く，

筐よる技術創出

ぢける自

る。すた さら応名収性の lRRI育

わ
J' 

るため，政府もようやく積極的な肯欲を示し，各くの

，
 

"‘
 A

)

 ：
 

る 生産噌大の方向忙進んでい 。これら

第III章の農業のf；；；]発のところで同足したい。

ゾユート

作付け面積は約 80万 haと

パは水ちろん，バキスタン

るためしては翡掌だ努力を必翌とずる。しかし

きた後述するように士

に鮮過して喜た。しかし第 3次 5カ年言t両忙

肥和・工場の新設，

（棉 ）侭対し Golden fiberと呼はね，

るが， とつて

ぎ手である。そのための西パの Sil ve r 

その栽培から加工芍で Pakis an 

ついては，

f i be r 

Central 

り， 東

Jute 

Comitteeで指導および調賠を行なっている。

東パのジュートは 2種あり， 一つは Tossa J u t eと

White j u t eと称する O,Capsularisで．

地に，後者は冠水忙耐えるので lowland

を除いて（塩害忙弱いため），

1 
の-をしめ，

4 

ぼとんどの地域に作付げされている。哉熔時期はWhite

-►, 
c;;f'l,, そ 沿悔地域

J u t eが低

地Irこ栽培される関係で 2月下句~3月

主つて播種され，収穫期'b8 ~ 9月と

れ， 6~8月に

栽培法は的記した Jute

る。一方 Tossa j u t e は雨を

Comi t teeをとおして

れる。施肥量はエーカー当り窒素 40ポ./t; 燐酸 20ポン,・, 加里 40ポン

作付けはジュートー賠の交万作が主といわれているが，実際ireはンユート

が関信して連作が多いようである。

いる。

（冠水や地力など）

③
 

泊料作物
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あ
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てれらのうちMustard
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韮麻， Ni

贔適旭は限定されて〈る。

されているところは少ない。 Barind段丘の

najpur県な ときった産地であ

Pu l es, G amといつて心， ういろの種卸がある。罰者ご

Ar h .'v1a s な が含吉れ＄改者忙入る糧類は Chhola,

Mus u 1, 

,, 
r,u t l k

 

Kh es a r 1 , 

r a 1 

Mung, 

左どてある。

これらの

豆類としては bean,

とつて⑦重要な蛋白給加てあり，

茶

残りは

がり，

県しては茶忙

⑦
 

が高く，

とんどは Rabi

と異だり

をはかつているが，

いわゆるアッ

なお～セイロンなどと同様仄，

野菜，

しかも

刀~ヽ

p
 

る試験場心

ばれいしょ，

い0eason 

a もあるか，

政府てもそ

〈,

される。

怜、よゲ；で友も;弓類は角とともして東パ人忙

いるが，作付けは てい

りの畠を輸入していも。

より栽培されている。企業方式がはじさったのは東イン

代てあり，乳てぐまではイ辛リス人の所宥する心のであっだ。

ッタゴン丘曖たど応分布している。いすれ危丘咬

パキスタン人は大変茶を好むため，

左いようてある。吏バ人じ□東パの茎をジルェット茎といつているが，

では強い日射しを腔げるため

いる。

い。そのた

の 90笏がジルエット県忙集中し，

を刹用している。

ぼとんどが国内消費忙主わり，輪出は進んてい

インドのアッサムと地域的匹つな

ム芥の矢統を号 l〈ものである。色がよく味心良いか，芥気が少ないとされている。

られている。ジルエット

野菜は夏やさいど匁やさいがあるか，大半は冬化作付けされる。その種類は日本で見られるものはぼ

とん［あるようである。西パと違って西汗野菜は名（ない。すでvc述ぺたようにダッカ周辺は人口密度

いる。そのため政府はダッカ北方のMudbupur

T r a etを開発し， 一部を野菜生産地忙する計面を進め， カジンプール陀野菜の Extension

Farm を設置している。

ばれいしよ

ていたが，互年はオランダから輸入し，

りつつある。 Rabt ~eason の軍要な作物であり，政府はその増産忙力を入れ，

置陀かわって東南アジ

伸びた作物の一つである。種いもは従来ビルマ， インドから入手し

注た各旭の冷蕨胸股の増加忙より稀いも貯蒙ので苔る態勢iてな

従来のピルマ(/)位

したい意向をもつている。ばれいしよは退化しやすく， いわゆる在

来椅となっている心のは大きさら注ちさちであるが，最沢は大形白色のHo!land 種を奨励している。
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ものが多く，バナナ， マンゴー， ジャックフ Jレーツ，バインアヅプルなどがダッカ

を中心忙，その北部から西部四わたる地域に栽均されている。このうちバナナカ心つとも作付け

大含く，いわゆるグッカバナナの名を持ち，酉バキスタンしても移出されている。バナナはぼとんど 1年

をとおして市場忙出廻つているが，盛期は 12 ~・2月である。

(3) 家畜の飼養概祝

西パキスタンに比べ， Oxenを除いては家畜の種類も頭数危少なく，政府の杞策も遅れているようで

ある。その原因としては，①人間の食糧そのものが不足し，農産物を家畜匹支わす余粕がない。②国士

(T)大半が水田て，家畜の列用できる自然草地か少ない。③雨季の湿気が弧すぎ，牛以外の家畜飼育尻適

さない。以上の 3点か考えられる。なぢ防疫体制もかなり遅れているようである。

⑪) Ox 

約 1.4 0 0万頭といわれている。これを某準忙すると， 1頭当りの耕地負担而精は 0.6 4 haであり，

耕作用としては十分な数といえる。

② Baffalo 

約 50万頭といわれている。肖然草地がぼとんどなく，芍た藁科を産出ずる畑作物が少ないため，飼

料の大半は積わらである。したかつて乳量は 1日当り l~ 2K9ときわめて低く，国全体としてミルク生

産が極度に不足している。

Go at 

約 40 0万頭といわれている。飼育の主なねらいは肉と皮であるが，農家のミルク用としても飼育さ

れている。東バキスタンの Goatの皮はぎわめて良質といわれ， Black Bengal, White 

Bearded breedsが推奨されている。

(4) 土地制度

東バキスタンにおける土地制度は永代定租制冗よる大地主制（ザミンダール）がとられてきた。この

制度は国と耕作者（農民）との中間に地租を徴収するサミンダールが介入し，ザミンダールは地租徴収

の代償として，士地の所有が認められるものである。ふちろんザミンダールは地租のほか忙小作料を要

求できる権限を心つている。な苓耕作者は地租，小作年を納入する限りは永代借地権（相続可能）が認

められていた。

しかし上記の制度は 19 5 6年の士地改革法によつて廃止され，ザミンタールには補償がなされ，永

代借地人であった耕作者は自作農として出発できるよう改められた。補償など匠ついては計画どおり進

んでいないようであるが，いずれにして忠西バキスタンの土地改革に比べると急進的といえる。東パキ

スタンの全耕地の約 70 %が永代借地人の耕地であつたので，それをそのま＼士地改革に結びつけると，

少くとも耕地の 70 %は自作農経営によるものと考えてよいこと忙なる。

東バキスタンの農地面積は約 2,200万ェーカー，人口は約 5,000万，農家戸数は 60 0万強とい

われ，農業経営の面からは面積の小さいうらみがある。 19 6 0年センサス匠よる規模別農家戸数およ

びその耕地面精を示すと表・ 12のとおりである。すなわち農家戸数の 51 %は保有旭が 2.5エーカー

(1 ha)以下であり. 5エーカー (2ha)以下の農家数が実に 77%に達している。西パキスタン

に比べ全体的忙経営面積が小さく，注た寡少農の多いことがわかる。同表での 1戸当り平均保有面積は

3.5エーカーであるが， 1 9 3 0年代の初めの謁査では，それは 5.2エーカーであり，主た 19 4 0年
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兄弟による均

出36エーカーてある。つまり

とられるので，今後とも

き

以上のようして東パキスタンの土地制度は自

ぶ小さい欠点をもつている。なお直#t加の約 J0笏がいぜんとして I卜作あるい

している。回教の掟では

⇔。

され， そ

キウ

の bo

沿翡むね}と高いこと

主りに

ょって罪作

る場合，間題が残りそうて

表 ・12 とそ

(1 9 6 0年七ンサス）

ヌ 別

0、5エーカー以下 8 0 

0. 5 ~ 1. 0エーカー 6 9 0 1 l 4 9 9 2 

1、0~ 2 5 L 6 7 7 2 7 2,8 2 6 1 3 

2 5 ~ 5. 0 1, 6 1 5 2 6 5, 7 3 5 2 6 

5 0 ~ 7. 5 6 9 8 1'.~ 4, l 9 3 l 9 

7. 5~、 12 5 4 4 2 ， i 4, l 5 9 l 9 

l 2.5~2 5.0 l 8 8 3 3.0 6 6 1 4 

2 5.0~4 0,0 2 J 6 3 3 3 

4 0.0エーかー以上 4 4 1 0 2 

ムロ 計 6, l 3 9 

出所：参考資料 19 
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農

t バキスタンの

イギリス

と 発

インド（バキスタンを含む）の行政，鰐済は首都ニューデリーをはじ叔）， iJルカ

ッタ，沢ッベイ，マドラスたどを中心茫して店］いていた。これらの都市はいずれら

紅ある。したがつてインドから

そのためパキスタン

策をとり，経済の向上をはかつて含た。その紡果，かなりの結実をみせている。とく(![特庄吻てあるンユ

ートと棉の製品工業に力を入れ，後述するようしてその製品は両者の原料とと心忙外貨獲得¢冗F臼を左し

ている。このぼかセメント，砂糖，

砂立したバキスクンの計途は喜わめて

な

ろ一方，

インド連邦

ぢれた。

る二つの方針を柱忙

さら［て最近は肥翠して

処ガス等を和用した化学工業も生産を開始している。鉄銅応ついて心日本の協力11::よるチッタコン製鉄

として建設され3 すで忙試運転筐人つている。

しかしバキスタンの弩済構造はなぶ「アジア となっている。すなわ

ち全人口の 85伶は農村に住んて沿り，百接，間接忙良業と関連している。したがつて全生完忙しめる

部門別此率をみると，表・ l3に示すと翡り，農業が他部門忙比べ王倒的忙高く，全店産の約 50笏を

しめている。輸出産物も農産物およひそのカエ［品が主体をしめ，全輸出額のデ以I辺：をしめている。その
3 

内訳は表・ l4 のと姦りである。そのなかでも~/ュートと棉の比重がずはぬけて高い。首位のゾユート

がGolden fiber, 次位の棉が Silver fiberといわれるゆえんである。

表・ l3 国民総生産額の部門別割合

部 門 1949~50 1964~65 

農 業 6 0.0 喝 4 8 2 ％ 

工 業 5.8 1 1. 5 

建 芸は八 1 0 4. 7 

運輸。通信 5 1 5.9 

そ の他 2 8. l 2 9. 7 

出所： 1 7 
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表• 1 4 輸出産物の内訳

（単位 百万ルピー）

産 物

I 

ジュー

原 棉

皮

羊

i 米
魚 類

！その他

小計 (l)

ジュート製品

棉製 品

水産加工品

紙

その他

4、計 12)
I'・-・-

貿易外収入 (3)

「石ー計―(―1+・2・+-ロ
.... 

海損等 (4)

総合計 (1+2+3-4)

料

製

品

； 
I 1963~64 I 1964~65 

_J_—--------------—-~----
ト; 7 7 6 1 

I 8 2 0 

4 4 3 

毛

6

7

i

l

l

o

;

4

-

l

5

1

6

0

 

[

1

9

7

4

2

i

2

4

1

4

7

‘

 

l

-

6

3

l

l

 

＇ 
ー

G 7 3 

5 1 4 

2, 8 l l 

1969~70(目標）

3 2 0 

7 0 

9 0 

1 4 5 

4 5 

1 4 0 

1, 6 3 0 
-- - -・---

3 5 0 

1 8 0 

5 0 

2 0 

2 7 0 

8 7 0 

5 3 0 

3,050 

0

0

 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

5

5

8

9

5

0

3

5

0

5

5

5

5

0

5

0

 

7

5

2

1

2

0

8

3

1

6

0

7

8

 

，
 

2

2

4

 

2, 7 8 5 3,0 3 0 4,8 0 0 

出所：参考資料 17 

すでに述ぺたようにパキスタン人の主食は西は小麦，東は米であり，両者の作付け率は農作物延作付

け率(1)6Oo/oをしめている。

したがつて現在のパキスタンの経済は主食である米・麦と商品作物であるジュート，棉忙よつて動か

されているといえる。

バキスタンは経済開発を進めるため，すで陀第 1次および第 2次 5カ年計画を完了し， 1 9 6 5年か

ら第 3次 5カ年計画の目標（年経済成長率 4.2 o/o)の達成に努めている。その進め方として，工業では

資本財の生産に重点を装いているが，前記のような経済構造から，農薬の開発， とくにかんがい忙よる

耕地の拡大，食糧の生産，商品作物の晶質，生産の向上忙重点をお含，多額の投資を行なっている。

2. かんがい事業による土地利用の拡大と土地改良

表・ 15は最吐における東西両バキスタンの農地および作付け面積（耕作地）の動含を示したもので

ある。両州とも作付け面積は着実迄ふえている。しかしふえかたの内容は両州で違つている。すなわち

西バキスタンの作付け面積の増大は農地面積そのものの増大によるものである。一方東バキスタンのそ

れは農地面積そのものの増加によるものもあるが．その主役は二毛作地の増大によるものである。
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出元`ー：

西パキスタン 1965~fi6 l, 9 0 0万 ha, 全［宝l」:C0 る。これらの の

んど

3 
残りーはかんかい尻よる農覧か行なわれている。万ハキスタンのはと,1 

5 0 0mmい、下であり，

で栽培しているか，

ばかんがいの必要なこと，

インタス流域1ご限られていることは述へた。したかつて

過去 20年て 40 0万 ha/reわたる耕地を造成してぎている。 1年化すると 2(I 

成スピードである。西パキスタンを訪れると，

か作物の栽培により青くなつてい

西ペキスタン［てはかんかい施設の導入冗より

いる。第 3次 5

東パキスタン

とともに，

1965~66 

ングルと称される洪積紀台地を除いてはほとん

何もない

桑
ノ

中忙運河か廷々と引かれ，

飛行橙から見ることがでぎる。

ぎる：十地はな訂 1,0 0 0万 haあるといわれて

今後 l0年で 12 0万 ha

そのた

h 2 c7)恐、

8 9 0万 haである。

されている。したがつて

その呵側だけ

している。イン

との国埓につなかるタール沙漠の緑旭化をねらったタールプロシエソクト (60万 ha)lib計両されて

いる。

6 3 %と高く， ジャ

す；

法としては しか残されていない。

二毛作地の拡大は雨の降らない Rabi

んがい施設が必要になる。かんかい施股さ

Heason の和］用である。したがつて作物を栽培する！てはか

JI 肥沃な士凛を剌用でき， 支た温度
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9
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j

 

ら

叶

;こ

t二幻稿をはじめ，

ff-

"'' 
の喜入臼ぎ

くの作物を臼［月こ起立てきる。その上き

ぎる。そし乃ため史パ夜牙［は

る。史バ改向を，；屑『し

(!; 

ー
』
s,

c
 

Di rectoratenD1 reぐ 1n r , 

入、い入パニあるこ

Dr.Islamは麦

1 9 6 9年度陀 l8. (J O 0台の

｛こ苓け

史、のかんがい由業は；渾呵：てよるもの各多少言十固苔れているか，

r『ub e--;ve I l之ある。

のあ

因パキスタン 違つて，

五ベキスタンのバンジャプ他方［ご沿げる勾配は i マイル冗つき i フィートと翡掌て『戸~であ

旦叫虎した。しかし古〈からの阿田の氾罵筐より白 小起伏か散在してい

'~·! してある。このより左亡地のなか（て網の目のよう匹連阿かけ！かれているため， 運泣］か

水；¥iグ）］昇をもたらし，

｀作吃を作1ー］、rずることはてぎない。、l9 5 8年の謁査てはインダス平原ごぷけるWaier 

gin炉あるい

dryzone 

これい作句の佐付けを

バ上のように，

低汎匹

沿けら著しい高温早尺T)

西パギスタンで

はq:.々 -J}:;・ha程度ふんているよ

い。そのため政府としても 努力し，試験昌 (Irrigation

tu le)てもそのけ策試険を進めている。対策としてはWater

か一方法であるが，一方深井戸 (Tube-well)

り｝伯下 下をねらった心のである。祖た Soil

用され，効果をあげている。すなわち吸み

唸吋がさかんである。

l、II-
，ぅ,~,,,

ごった。支たバキスタンは東はガンジス，

洪水たど水応よ

，
 

h
;
 

も大苔く，

これ釘た水刊用が～

中している3 いわゆるWater

l 7笏応達することが幸厨告されているa

灌

デる。 Soil 

2 3 %といわれているn

欠を進めながらも，

Salinity 

良の立場から Tube-wellの増設応見力を集中して甚り，

水の知］用をはなれて語ることはで合ない。そのため，

loggingとし，オ），旦

事項にして森り，

Authority)が当つている。こ

ブラマプトラ， 西はインダス

バキス｝ンでは

それには中天改府のWAPDA(Water and 

より，

logg 

凡中から土信分を吸，＇、

tlalinit 

している既耕J寅

といわれる心!])

もふえてい

Research 

ng応対して

、，＇グふ
2

lo 

朽るだけ筐閲覧ガ

9
'
 s

 

n~ 1
4
 

の却工翌
ぶ；ス『口→

いる。これは拇下水の吸み」：：け尻よ

もTube~ve l lは和

ことによつて塩類を加下に

くみである。西バキスタンのかんかい事業は連河の的設か字休てあったが，［［有は前記のよう 土地改

Tube-wellの判用あるいiざぞ幻材質

農虚の拡大あるいは士地改良応ついて述べて昏た。いずれ心その某盤をなす i,(1")は水刃哨てあ

る。以上のよう iて東丙パキスタンとい

Power 

の多目的剌用であり，

甘の荷域1ご

r, 
'' 

り，

さらに工業化を進めるため：ても屯力が必嬰であ

その国士の靡発，精設1こは

Devel,,pment 

硯忙ダムあるいは運阿

などの建翌を進めてわり， 主た水和用忙関連した広い凋脊を実施している。ロ・ 12は丙バキスタン忙

おけるインダス とその計面を示したものてある。吏パキスタンでぶ Barind 

計両， 古たクール ガンジス沿『から遵信を弓！含， Rabi Season 

る

の禾lj用をねら

った計画などが示されている。
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出所：参考資料 9

図・ l2 西バキスタンにおける水刹用

3. 主食自給態勢の確立

農業が産業の大宗となっている低開発国の経済開発では，まず自給態勢の確立が必要である。パキス

タンの主食は西は小麦であり，東は米である。前記したかんがい事業を基盤尻した作付け而積の拡大，

あるいは士地改良も自給態勢確立をねらった手段であることはいうまでもない。しかし低収量のため，

小麦，米と心毎年 50万 t程度の輸入をしている。また両バ忙澁いて麦の代桔作物としての Bajra,

Jowarの作付けの多いことも主食がかなり不足していることを示すものである。さらに生産量の年次

変化も大きく，最近 8年間の統計をみると，西バの小麦は 379~455万 t• 東パの米は 946~

1, 1 6 7万 tと作柄が安定していない。
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!L上のような状況してあるため， バキスタン政向は耕鱚

笈ヽf
 

な

＇ 

浜`

{
}
l
9,9‘
、

閂

1959°~66 年i、こ~ おける西バキスタン

でいる。

改良と（］行して，

l O a当り 7 8 ~ 8 7 

り収量増加仄

筐ある。

平均して 80 

『

り，廿ご界の麦生産国としては応つとも低水進である。低収の原天尻は高昌

も関．信しているが，一方兄種，

つて西バでは品種，

すなわち， l 9 6 4年からフォー

いること裔大きな因を左している。したが

沿いて収量の噌加をはかつている。

し，メキジコにあ

る『 IMMY丁（国際とうふろこし＂小麦改良セソター）から多くのメキジコ した。 i965

年には Penj amo 6 2とLerma Rojo 64を導入したか，その後の試作の結果 Siete Cerr 

-o s f'i 7苓よひ Super X か詞記 2品種より収量が高かったので， 1 9 6 7年に Siete Cerr 

-o s 6 7の種子 5万トンを CIMMYTから導入する計両がたてられた。しかし実際lては CIMMY

T
 

これは実現しなかったか， Super X が 40. 0 0 0トン， Si ete Cerros Ei7 

が i,5 0 0トン， Sonara 64が 20 0トン如よひ INIA 66 が 20トン，計 41,720トンと，

としては旦界匠類をみない大量の輸入が行なわれた。これ尻各農業試験場で増嗜した［璽子

を加えて農家に配布され，その結果メキジコ小麦の作付け面積か l9 6 6年 4,8 0 0 ha , 6 7年 l0 

万 ha, 1968年 12 0万 haと急速に増加し，メキジコ小麦の作付け率は小麦全作付け面積(1)2 0 

佑を越す筐至った。

現在導入されている品師のなかでは Siete Cerros 67 がぶつと忠多収であり， これをバキス

タンでは :vlexi -Pak 6 5 と命名している。叉，次忙多収な Super X は Indus 6fi と命名し

ている。 Mexi-Pak 65 は白色粒， Indus 66 

Gab o 5 5 から選抜されたものである。

これらメキンコ小麦は在来予重匹比ぺ，農家の

われている試験場の成績では 8倍罰後の多収てある。

注た牌長も在来種に比べ低い（紐長も合めて 75~100cm)のでメキシコ小麦を DwarfWheat 

とも呼んでいる。西パキスタンは暖いので銹病 (/j発生か多い。上記導入品種の銹病抵

ともに Penj amo s i b X: 

おいて 2~3倍，十分な管理が行な

ついて

7 ごlo

であるが， Leaf Rust(エ且豆上四三 l t a )の発生は多いようであ

現在農業研究所で推奨しているMexi-Pak 65 

① 深耕 (20~25cm), 従来は lO ~ l 2. 5 cm 

戌播 (5en以内）

播種時1て灌水を行なう。

字植（畦巾 20 cm, 播種量 20~2 5 Lbs/10a) 

1 0 a当り施肥量（窒素 38 lbs, 燐酸 l1 I bs) 

⑤ 灌 水

な恥メキッコ小麦の作付け奨励策として政府では l9 6 7年から価格支持政策をとり， メキシコ小

ついて示すと次のと誨りである。

麦については lKr; 当り 34円（ より約 1割高） し， l O 0万トン主
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購入し， はかつている。注 l 9 6 8年さでに 53人派遣し，

しご当らせている。 Advi s erをメキジコから招待していることは心ちらんである。調査者の訪問した各

とも圃場の大半をメキン：フ小麦の採秤圃忙支わしていた。以上のような努力は当妖なか

業経営者（すで忙述ぺたよう［て西バては農業軽営者というべき大農か名い）の閾心を呼ひ芯こし，それ

は肥料の（肖 もはねかえつているようである。すなわち肥料消

べ l9 6 7年化は約 3僭量に達している。それが注

西バ政府では以上のような施策忙より，第 3次 5カ年計画の終る l9 7 0年支でに官

き，以後は輸出の方向冗進めることを期待している。その見返りの金で農機具を入れ，生産袢をあげ，

より輪出をはかる方針のようてある。

調査者は西パキスタン訪問中， メキジコ小麦忙ついて多くの話しを開くことができた。それはいすれ

も共通しており，そ る。たしか陀

とこるなL
J
 

因バ全体で l9 G 5年匹比

ぃ” A 
c,CQ 

すばぬけ

て優秀な特性を心つている。しかし訪間した時期の関係て，夫際の姿をみることかて含なかつた。はた

して罰記したような栽培技術か粗放栽旱冗なれてき る悲のか， 主た 19 7 0年

注で1て自給態勢の確立を期待しているが，それでは Bajra, Jowarのような麦の代替作物がいぜん

として lO 0万 ha以上作付けされているのは阿故かなと，多〈の疑間をもったま＼答を別含出すこと

ができなかった。しかしいずれにして心行政者忠試験場技術者心メキシコ小麦の普及を中心とした小麦

の増産にかけ

(2) 稲i

稲の lO a当り収昌もきわめて低く， 1959~66年の推移をみると，王産地の東パキスタンのそ

く，その努力紀は深い感銘をうけた。彼等の期待するような成果をのそみたい。

れは 10l~l19Kgの間忙あり，西バキスタンでは東バよりさらに 10 o/a程度低い。

稲の収量増加の方法も小麦の場合と同様，

RIから多数の系統が導入され，試験場・

が均かれ，東西パキスタンとも IR

なわれた。その条吉果 IR-8が最も成

績が良〈，現在この普及に力を入れている。バキスタンでは IR・-8を IRRI--PAKと命名してい

る。 IRRI-PAKは東パキスタンの農家の試作の結果によると， 1 0 a当り 500~600K,;の籾

収量が得られ， 日本人専門家が協力している農業機械化訓練センターでは 1,0 0 OK,; の収量が得られて

いる。叉西パキスタンでも

（計画）

1968~69 

（計画）

l O a当り平均籾収畠が 57 5K<;, なかには 1,2 8 2 ~ 

1, 3 7 4 K9という高収量も得られている。このような多収性のため東西両パキスタンと心その普及速度

はかなり早い。

東バキスタンで TR-8か農家において最初に試作されたのは， l 9 6 6年であり，その面積は約

8 0 0 haであったが．その後の作付けの伸ひについては明確てないが，普及計画は次のと詣りである。

1966~67年

1967~68 

ボ 口 8 0 0 ha 

アウス 8 0 0 

アモン 4, ll ll 0 

沢 ロ l 6 0. 0 0 0 

アウス l 6 0, 0 0 0 

アモン 4 0,0 0 0 

ボ ロ 4 0 0, 0 0 0 
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1 R--8はどのジーズンで応牛育でぎる。しかしア白ス，アモンは

そのため水の調飽がで紅 ることのて苔る地域だけして作付け

-, 
9o 

る。それ忙対

し自由な水困用を判提とする六ロンースンては肥和の遥節が自由であり，病害虫も少なく，短尻

庁の IR--81ことつて好条件といえる。した刀つ叉現在は 7jc ロを中心vu且ー bO)普及かな

れている。心ちろん政府は昇東の方向としては稲作付け面積のもつとも多いアモンの時期陀作付けを伸

はしたい意向のようである。

さてポロを対象侭すると，当然かんかい庶設か必要にだる。本章第 2

い事業 (Tube well) してよる士旭刺用拡大1て熟心であることを述へたが，以上のような IH・-8の

とうらはらをなす危のである。 Tube--we l l (1 2 - 1 41.P) l眼当り

は必らずしも一定していないか 25~30ha とされている。東パ政府としては年々約 l5,0 0 0台

0
9
 

g
2
 ，

 

ー，i
し、

うとおヽ よそ 4 ()万 haの増支が予想で含る。

IR-8 

l 8,000合を予定）の Tube-we11の増設を計直しているか，その計両仄したが

ついては，苗の大窓さは 2l曰i1;, l 2"X 811の2~3本植， l 0 

り

登熟期 3~4日

このよう

いる。

IR-8は東南アジア全般をと苓して品質の面でいろいろのうわさがある。事実吏パでも砕米が多い，

7-8Kr;, 加里 4~5Kr; が推奨されている。また良質種子確保のため，

冗ならない時忙採種するなと日本の稲作と同様な細かい指針がなされている。

と塩して岨達されており，そのため l9 fi 7年から普及員の研修も実胴して

粒が不掴てあるなどの指惰はあった。しかし東パでは米は Perboil してから食する習慣がある。

Perboi l は籾の主＼一晩浸漬し， これを加熟してから陽乾し，乾ぎ上ったものを籾精白する方法であ

り，その利点は砕米が減り，昌目が増えること忙あるとされている。したがつて蜆地では IR-8の砕

米はあ主り間頴忙していないようである。

西バキスタンは東パに比べると稲作の比重はきわめて小さい。しかし作付け而積は全体て l4 0万

haに逹し，しから棉冗次ぐ外貨獲得作物である。調査者の接した範囲内では東パvc劣らな

しているように感じられた。

西バでは 19 6 7年陀 IR-8を 90 tフィリッピン古よび東パから移輸入し，約 4,0 0 0 haに作

付けしたが，前述のようl!C非常に多収を示したので，東パ同様 l9 6 7年ireは普及員に重点的な研修を

施し，その普及をはかった。その結果， 1 9 6 8年lては 25万 ha注で作付けが伸ひている。

栽培法は従来より相当た密植である。すなわち従来の 45 cmX 4 5 cm l本植に対し， 2 2.5cmX 

2 2. 5 cmの 2本梢．あるいは 45cmX11.25cmの2本植が奨励され， l O a当り施肥某達は窒素 15 

Kg, 燐酸 5Kg, 加里 5Kc;, 8月 15日主でに棺えることとされている。

しかし西バでは前記したような IR-8特有の品質の劣等性，すなわち砕米になりやすい，粒の大き

さが斉ーでない，腹白が多いなどが大含な難点匠なって｀きている。一方晩熟匠すぎ水消費がふえること

からも問題忙されている。西バ匠均ける米は自給用として作付けされるより，むしろ輪出など翌品作物

としての性格が強い。その代表的なものが 370Basmati たどの Fine 種である。そのため品質

の劣る IR-8は価格か低下する傾向にある。すなわち 1マウンド (82.2ポンド）の値は Fine 種

:3 8)レピー (iJレビー約 75円），普通在来種 20ルピーである。それ忙対し IR-8は 19 6 7年は
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l 5 ; レビーであるが， 2 5万 ha応ふえた 19 6 8年には 5.5; レ まてパ＼卜している

Fine 種の士の信化すぎない。したがつて今餃の信び1てはかなり晴い見通しかたてられ，訳顎珍うては

すで：て IR-8にかわる良質，名収品稀の選択に力を入れている。凋合旦の凸れたカラシャカ、グ水差試

験地に沿げる l9 6 9年の結果ては 1R-6-15fi-2-lが良質であり， 生た IH-9--2 fi 9-

lか早生として，それそれ有望であるとの話しを閻〈ことかてきた。克た Fine 賃仄名：i叉袢在口募ず

るため， IRRIと院力し， l 9 6 7年には 37 0 Basmat 

IRR Iから取り寄せ，選抜している。

なおコバキスタンでは東西両外iの気候の祖違を和用して，

パで ll月尻収瑚した種子を東バの Bora Season 応入れ，その

-son ,,_ Iダ る心のてある。

4 商品作物の品 上と加工製呈の開発

とする父配稀v)F2~F3 を

している。すなわち戸

のKharif ::lea 

ジュートと棉はそれぞれGoI d e n f i b e r, S i l v e r f i b e r といわれるよう{'こバキスタン

の り， l 9 ti 4年陀虹けるジュートおよびそ

しめ，同様棉沿よびその製品は l6 o/oをしめている。したかつて

作物の生産， 目として取りあげている。

額は全輪出顧の 38 %を

食糧の自給窪鱈勢確立ととも陀両

蝕立以罰のインド連邦内では， シユートは硯在の東バ他域で生産され， インドのカルカソタに集めら

れ．ー音!l力］エされ輸出されていた ~:J:虫立後はこれが分断されたため， インド，パキスタンと心それそれ

大ぎ左痛手をうけたわけである。しかしパキスタンは工場の建設に力を入れ， なる[ti]復をはかった。

一方インド心ベンガル坦域に新たに栽塩をはじめ，現在ではその作付け而積はバキスクンI≪::劣らたい段

階l!C主で達したようである。

ジュートの需要は朝鮮戟争匹均いて大きく伸(j'たが，その後は化学繊維の靡発，進出と相支つて，停

滞している。したがつてパキスタンでは収昌を高め，生産袢をあけること応よつてインドと

ち，さら忙贔質の向上と新しい加工品．の開発忙よって世界市場への再発展を計匝している。現在のとこ

ろ贔質はインド産より良いとされている。

以上のような目的を達成するため，ジュート生産忙関しては中央政府が中心と左り，盲接，＇ては

Pakistan Central Jute Committee が当つている。 Committeeは牛産の調幣指

導を行なうとと心 Iて， Jute Research Institute を設立 (19 5 7年， Dacca) し，農

業沿よひ工業両面からの，すなわち全生産遇程尻わたる研究を進めている。調査者が訪間した東バ内に

苓ける研究機関では， この Instituteは建物，施設と 'f)もつとも立派であった。さら1てChitI a 

(kushtia)とDin a j purlては Seed farmを設けている。

ジュートは心つとも重要な外貨獲得作物であり， インドとの競合かある関係で，生産の詳細尻ついて

は十分知ることができず， とく匹新製品の開発冗関しては何も間くことができ左かった。しかし生産の

主目標が品質の向上にあり， Instituteでは品質阻害の主因である ::lt em l o t, root I o tを

はじめ諸害虫（クリケット，キャピレス）の防除研究を意欲的応進めている。すなわち多くの農薬のス

クリーニングが行なわれていた。現在のところ絶対的な心のはないようである。一方青種の面でも耐病

虫件を最重点項目としてとりあげていた。育種目標として．さらに酎肥性て，早生，感光袢の1てふいこ
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ともあげられていた。

一方棉についてはジュート応次

Comm i t teeが生産から販売主

るため， Pakistan Central Cotton 

レj なって沿り，品質の向上と新製品の

開脊のためカラチに Institute of Cotton Research and Technology を殴立し

ていた。現在の作付け面積の 80 %以上はアメリカ棉てあるか， エジプト桐な

をはかるとと心忙，国内に芦いても良質占］月の育成を進めている。

らの新品種蝉入

5. 食糧の消費バランスの改善

表・ l6は 1日当りカロリー摂取醤からみた国民 l人当り平均消費食糧の内訳を示した心のである。

l日当り消費カロリーは約 2、00 0カロリーと先進諸国に比べかなり低い。すで忙述べてきたような食

糧増産('Cもとづ〈自給態馨の確立は， このカロリー増加をねらった心のであることはもちろんである。

しかしカロリー不足もさることながら， これらの食物の内容のハランスがかたよりすきている。すなわ

ち 2,00 0カロリーのうち約 80笏が米，麦など穀類からとられて甚り，そのほかのものか異常匹少た

く， とく匹蛋白とゲイタミン給賢類乃少ないところ尻閂題がある。

表・ 16 国民 1人当り平均食物摂取景

(l 9 6 l) 
(caVday) 

穀 類

い も 類

砂 糖

翌- 類

果実・野菜

肉

卵

角

油 脂 類

！ バキスタン I
I I 

I 1, 6 1 2 

I 
8 

＿

―

-

ー

，

1y
 

a
 

9

)

[

 

~A· 

ロ

白

白

計

ヵ

蛋

蛋

計

物

物

合

動

植

小

l 5 ,1 

5 9 

4 3 

2 0 

2 . l 

日本

1, 4 0 3 

l 5 3 

1 6 2 

l 6 3 

l O 0 

l 9 

2 0 

7 l 

l O 6 

2,2 4 0 

1 8 

5 0 

6 8 

出所：参考資料 l7 
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刃三
丘文

つている3 しか

伺累」を庄産し，肉牛窟看;

スタンでは動物俎

いる東

閲発は東バキスタンしこ

バキスタ

者心訪閂中，

る0:は

Season Viこ栽塩で窓，

で含るも(!)

であろ

｝キ汁已― c 

t、,,,. よ'/ヽ

ンg

心有効である。

置口についで，

；叉タ ではtーと

つて

肖ヅヽイ

）ャし-・

゜

同様

しか

の

その

つては重西

な

感想をぶつた。西バキスタンは輯旦

とと危：こ地力の

より，

思われる。声

るし土はその消

の逹＼

クンC

のみならずアルカリ，

ら

げるマリーはカラチ

Ext ens ton 

屯力噌祖応疫立つ，

といわれるバナナ，

費が伸び，

Ha hi 

りでなら

Seasonの冑痒，戸月］を進めてい｀。（マメ）］［作物の

芦げ

，
 

／く、
0

資暫開発の一つであろう。

して

る乙令
4

びGram 

また

咤/~k:を考戻とし:,、

ロシ’‘

しか忍ふ戸けハては

ぎ，省力栽培がこ含房

七］也和］用のり『；小ら危

その 1ご~

豆がぼとんど作付けされていない。これ；、t東パの立助菱年か水田作亙適し，

瑶記し よう庁利点に加乙酎干：よj• も

のはヴイタミン給亭として

よればパキスタンにお、ける果実§ 野菜の i/い崎り惰

す苔ない。バキスタン国民の S5笏は農吋忙住んでわり§

といつて応ぽとんどが自給用てある。過去の自

しこ
ゥ

G

きわめて少ないことは事実である。し

玉ね習をはじめとした Tube r 

ヴィクミン，

した野菜供給地としてMadhupu

イラン，

＆
 

したがつて政府はヴイタミン給涜とい

努めていろ。産励はインダスト．流平頃か

国難であったことから考えると

Hoot 

{) 

フ’

ら， 吏バ ス

昏ゎめて小雪く，

Crops 

しかぶ

゜
乙～

ンで戸

し

鉄などを多く

として

より， むしろ

カロ 1)--計算てして，

その文とん

しへ

ょ

ら］がい

Farm応は日木の専門家が招かれている。

アフガニヌタンなどか

で，

不毛：巧士地を紐陀化ず

〈，竹業加瓦から 3う

良

虫の少ない冒期で亮り，

主た字食の

の少ないことであ

った当時の

ス ではか

、

ib
 

a
 

R
 

キ
t，

 

と〈 1て生誓性のらっと恣高い大

を予ずもの

きだその残占は貪汀［とし

表 ・l6 

日本のそれ,,,4 0笏：：ご

し し
。
ァ
(
〗

↓ヽ／
 

t
t
 

ぷ℃ 裟＼／；｀

l Gの果実，

おいてぶ姿

としても野菜の牛産を奨励こ，て心りぎ

しい。これら

か

野菜の

果樹心ヴイタミン給涜として盾要な控割をはたしている。種類ぱ含わめて曹富であるか．

心である。 バキスタン産の Citrus類を

った。しかし貯蔵性匹欠げるようであり， 虫食いが

沿り，粗放に栽培でぎ

対応して都市近郊におげる野菜産旭の形成lても努めている。西バキスタン筐沿

である。芍た東バキスタンてはダゾ力

t r a" tのカジンプール地区の開発を進めて

マンゴーなどがその作付の大蔀分をしめている。しか

4,000万ルピ

r ヽ

っ，

危つている。さ

り＇ 

Citrus 

野望

くしこばれ',ヘ

し，何同か試食してみた。

った。貯蒙性については気候と

こ応ある

いわゆる劾

Citrus な

している。

及忙

くにペジャワル周辺が中

るので，
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のパI:は罪し／〕 2: 戸られるが，虫食いの・;方除，すだわち品質I可上こついて噌

凸ぃ：そ 0万加工技得CJ摩登j¥のぞされる。

ス
し

3
9
メ

ル

も仝
~, ,, 
b、 の阿立，その

ダンは東南ア、／アの苓くの国と同心

発行竺じ数：ばいずれ＄数千～数万［てすぎず，

あるが，そ

かつている ではその比率が高い。そのため試験場で新

は:Ji:して管単ではない。

したかつてバ・丁スクン政府は，すで巳己べて含たよりな

ついていろいろ心 いる。

旦詈， ラジオ応よる放送などか実施されているか，

珪在の碧

Q ff C€ 「か面置されて杞り§ じnionしてはその幡且りをするUnion Assistant が配置され

ている。しかし Officerは大学を出たばかりの若いぷダ）で，実際の技術を知らない心のが名い。

支た i八臼りの戸ヽ11

は，診だいよ＾てある。そ幻ため新しい技術の評及の必殴性が牛じた場合は，政府はこれらの Officer

を試験場忙その

以上のような

翌間の塩合と同榜で主る。

これら 12 (i人について

らかで左いか, Thana段階（

8 5 %は文盲といわれ,, 'と（

としては試検場匠芦げる,,,'.ンフレットの発行，展示宇の

く（東パては 1.200~1、30CJFarmer,しいわれている），その上，

や打会奉仕的な仕甲ぶ和詈して芦り，罪

研修をしている。たとえは西パ冗ぷける IR-8普及に召つては， 196

年に 12 6人のOfficer をカランヤカク

るとと忍忙，新た尻 l2 0人のOfficer の研修をしている。

そた東バキスタンではコミラアカデミーを中心［て国内筐数力所のModel Farmを設け，展示を兼

ねて実際の指尊をしている。その Farm i:/こは［］本から多く

い並n 

新 大ぎく

いる。罰麗ぶいくつかの種類がち

上流階屠に限られている。テレビ， ラジオネ

関す

-＇9
[
 

，
 
＼
 

】、

、ど

(() j i lじer)な と お

賓得ず

す

及四

あそ。

I章第 3箇を参喫のこと）芍では

左つている。古た l9 6 8年忙は

している。

いることはぶちろんで忠る。しかしバキスタ

［こするとぎ，その力は僅かなものにすぎない。有醜者のたかしては日本のようなきめの細か

るものがある。さた将及活動の質閏に際して恣逆に効果的な許及活勒あるい

は糾織紅ついての質国］を受けることか名かった。経済開発が遅れ，

きわめて高い。しかし一方その逹成は容易でない。

いずれ応しても，すで冗述べてきたよう応普及汚勒忙ついても

も薯及紅関する購座が設置されている。また文盲索の低下のたふ

段階では，普及

進んでぢり，大

しはじめている。

バキスタンの人口増加平は 1951, 61年のセンサスから計算すると年陀して 2.4物である。実際

には 3笏近いのではないかとも推察されている。そのため政府は Family Planning を奨励してお

り，各地でそれに関するポスター（絵）を見ることかで含た。しかし同教ては女性の対外活動が弱く，

今でふ肌はらちろん顔までヴェールでか（ している。したがつて Fami l y Planning 

の実現ら ないようてある。
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試験研究機関 概要

t 研究の組織

研究機関は中央政府に直扇する心のと， る心のとがある。両者をわける基準忙ついては

明らかでないか，沿よその区分けを示すと，中央政府は農業生産忙関連す 外1政府は作物

そのものの栽培忙関連する部門を担当している。なお作物化ついても国家財政の大半を忙なつているシ

ユート，棉ぢよび茶など輪出農産物IIC関する研究は棉の栽培を小1、i政府で試験しているほか．いずれも中

央政府管轄下のそれぞれの Oommitteeに崖す

(1) 中央政府に属する主要研究機関

している。

① 農業省 (Min i s t r y o f Ag r i cu l t u r e and Wa r k s)に属するポ幾関

Department of Plant Protection(malir Halt, Karachi-27)・・・ 作物の防

閃する部門全般にわたって実柏しており，病害虫防除に関する研究も相当している。カラチvc本所，

ダッカに支所がおかれている。

S o i 1 S u r v e y P r o j e c t o f P a k i s t a n (L a h o r e, We s t P a k i s t a n)・・・ラホ ・-Jレ

に均かれ，土壌調杏を実施している。

Pak i s t a o Me t e o r o l o g i c a I De p a r t men t (Bl o ck 3, Pak. Se c t t. Kar a ch i) 

.. ・カラチに本部があり，気象全般に関する測定，調査を実施している。

I n s t i t u t e o f Co t t o n Re s e a r ch an d Te c h n o I o g y (New Q u e e n s Ro ad , 

Karachi) ... Central Cotton Committee(!)官轄下陀あり，棉の品質検定森よび加工の

研究を担当し， カラチ尻姦かれている。

Jute Research Institute(Tcjgaon,Dacca)…Pakistan Central 

Jute Committeeの官轄下紅あり， Jute の栽培から加工注でを研究しており，ダッカ匠おかれて

いる。

そのほか調査者は訪問しなかつたが，水産侭関する調査研究を行なっている部門 (Directorate

of Marine Fisheries Department), 勧物匠関する調査研究部門 (Zoological

Survey Depa r t men t)などがある。

なお農産物特殊税法 (The Agricultural Produce Cess Act,1940) の規定冗も

とづき， Agricultural Research Council(Block 79, Pak.Sectt,Karachi) 

がカラチ忙翡かれ，各Dep a r t me n t , C o mm i tt ee , 試験場匠資金を供給している。農産物特殊税法

というのはパキスタンから輸出される 21品目 Ire0. 5 %の輪出税を課し．その財‘源を農業生産陀関連す

る科学技術，社会経済研究およひ教育陀供給する仕事を行なっている。具体的陀は農業，畜産，漁業の

3部門についての重要研究陀対する研究費の補助，研究者の留学， ジンポジユームの開催あるいは出版

物陀対する資金の援助などであり，さら忙これらの研究結果を注とめ, Counci I 自体で学術雑誌

(Agriculture)も出版している。 19 6 8年度の財涜は 1.3 ~ 1. 5 mi I I i o n Rs . と推定され

ている。輸出税徴収の対象忙なる 21品目を示すと次のとおりである。

骨類，剛毛 (Brislles), バター，穀類 (Ri c e, Wh e a t を除く），薬品，プラシ用繊維
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(『ibe or brushes), 魚類＂果実，パク鳴 （原料），肥料， オイルケーキ§ 豆類，

精子＄耐均臼バプパ 1ヌ， タバコ， ノサイ， 小麦， ゥール

F
{
 

はかるため， Research担当の Deputy Sec 

retary か北か；｝している。しかし Institute of Cotton l、{esearch and Tech-

o logy, Jute search Instituteた などはそれぞれの Committee

の直接の惰限下/iCあろようである。

②
 

(Pakistan Council of Scientific and Industrial 

Research) 

P CJ S Iltの略称で呼ばれ，大統領府科学技術研究部 (Scientific and Technolog1cal 

Research Division of the Presidents Secretariat) Iて所属し，科学

工業忙関する研究計両の立案を自由な立場で出来る権限か与えられている。 鉱業，農

業忙関連する物理，化学，牛化学的な開発研究が中心であり， きわめて広範囲尻わたっている。

るふのとしては食糧，果樹などの加工技術忙か左りの重点が沿かれて沿り，薬品の開発，農

などら庄究している。カラチ匠本邸と中央研究所があり，その侵か， ラホーJレ，ペン

ャワ）レ， ラ、ノゾャこー， ダッカ尻研究所がある。このうち食糧，果相の加工に関する研究はラホー）レ，

ペジャワル，ダッカ なわれている。

③
 

(Ministry of Commerce) る機関

Pak i s t an Te a Res ea r ch St at i on 茶の栽焙から加工までを研究しており，東バキ

スクンのジルエット陀古かれている。

(2) 州政府四属する主要研究機関

① 丙バキスタン／

Agricultural Research Institute 日本冗おける綜合農業試験場匠当る機関で，

Tarn ab (ペジャワル汽郊）． ライアルプーJレ， Tandoj am(ハイデラバット近郊）の 3カ所だあ

り，それそれ北部，中部，南部地城を摂当している。その組織は次のとおりである。

Mi n i s t e r f o r Ag r i cu I t u r e (We s t Pak i s t an) 

S e c r e t a r y o f Ag r i c u l t u r e 

↓ 

Joint Secretary Deputy Secretary(Technical) 

.I
↓
 

Agn.F柏searchInstitute 

(Tarn ab) 

Ayub地 ri. 恥 earchlnsti tute 

(Ly a I Ip u r) 

中部担当

Agri. Research Institute 

(Tan do j am) 

南部担当

-57 -



竺みら戸るよう匹 6

吹のとふゞりである。

Desert L0 cuら t/Jl防院

し心 心＇一つとお―／りを入れてい

〉はアフ i)

口点名甕して作物に大喜左

゜
ァ
0

国の協力休告！］がとられているが，五バキスクンもそり勺

的研究忙→］を入れてぢ '1' 妥tcLocust

ne l 
「芙i・,.. ,・ りか中土1,ご了

している。な研完打では

研究している。しかし発生予察と 塩定iては苫慮していた。

るいは果樹などの貯蔵主虫の外賛あC.J: び防門

関する研究 Ye l.l oぃ Biack魯 Br ownの 3予和あるが，

のマ l)一の研究亨尻塩かれている。

rへゥ｝
~j 

スクリーニングと床り『甘

次のと羞りである。

B.H.C l弼dust, Methyl Parathion 50% EC, Aldvin 40% EC, 

で生芹を冑已，齊J国してい と

Di el d r 1 n 2 0% so l u t i on, DDT 2 5% Ei>, 1fa l、 athion 57% EC, 

Malacano 5噂 EC, En d r i n 2 0虎 EC, Me t ;i - i s o -s y s t o x 2 5 % E (入

Heptachlor 40笏 EC, Di a z ; non G 0笏 EC,'『oxaphene 80% EO, 

左むこ＼してはMuseuIT¥があり， l 2 2, 0 8 5 fill/I<こわた いた。

さぎ忙航空防除を実杓していることを述べたが，最近 2五年に贔ける実咆状況（単信， 『エーカー）

と次のとぢりである。

さとうぎび 稲 棉 ジュート 小計 今'"至"-1-; 
. , . ~·~·-へ ,-'-

西パ 東バ 西パ 吏パ 喜、-·~ 東パ西ハ 戸止竺ごI，，、＇ 頁パ

l 9 6 7~6 8 2 68.5 1 5.2 19 8,5 9 84.5 1225 0.2 :3 5 0 G 2 5 5 9 9 9.9 1 6 2 54 

（了マン・ボロ）

19 6 &-6 9 l l 0.9 5793 4590 164.2 1:52 - l l 5 4 4 4 7 4,2 1 6 2 8,6 

（アマン）

左心， 1968~69年の数値は 10月さでのもので．東ぺに心げる玉口程忙対する薬剤散布 (2~

4月）か計両されて沿り，同年次の散布面積は約 2,5 0 0千エーカーIrr:逹すると予定されている。注た

年忙よつては Locust した鮫布心実的されている。

な沿Plant Quarantine忙関して，仝く異質だ西パと印パの ないこと 面

から るよう忙思われるので，つけ加えて芯く。

(2) Soil Survey Project of Pakistan 

ラホー）レ市の GuIberg 住宅街のなか応あり》市中

を業務としており，それに必要な実験も臼なわれている。

バキスタンにおける士填調査は 19 6 4年から FAO(l)房助をりげて開始され， l 9 6 7年の 7月注

てし［東ハでは fi() %か，丙パでは農業地域の l2笏の訓定か心わり．臼者では 40 %, 後者では 2笏冗

ら約 3マイルである。 の調香，分類

ついての士壌分類図が作製されている。

で克了しているとのことてあった。

沿いて， 両パでは約 25希古
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調杏としては航空写真をマイクロスパークで分類し，その中をサンフリングして，士壌の性質を調杏

する方法をとつている。性質の判定してはプロフイル，母材，色，構造，乾湿．有機物の多少・ポロンテ

イなどを指標Iてしているが，士性，酸度などの分析も行なっている。実験室内の測定槻椋分析，

定機，窒素分祈壊しか見られなかった。建物，実験室とも古〈，近代化が遅れている。

(;'3) Pakistan Meteorological Department 

日本の気象庁忙あたる部門で，各地匠観測所をもち，本部はカラチ市の行政地区内にある。

Dep ar tmen tのなか陀Agricultural Meteorology Section があり，その研究室

はカラチ中心から 10マイル離れた University Road にある。しかし研究者は僅か 2人にすぎ

ない。西パ全体でも農業気象研究者は 5人匠すぎず，農業気象の研究は遅れている。他の 3人はアユプ

などの農業研究所にいる。

現在西パで研究している農業気象に関する課窟を示すと次のとおりである。

霜害，地温の制定怯，果樹薗の微気象，降水と士壌侵蝕，要水鬱，作物収景と気象要素との関係，

丙パに翡ける農業気象立地区分など。

(4) Institute of Cotton Research and Technology 

カラチ市内のNew Queens Road にあり，その業務内容を示すと次のと誨りである。

① 農業研究所で育成した品種の品質の検討

② 棉繊維および加工についての基礎的，応用的研究

R 紡績工場匠対しての検定のサービス，技術者匠対する研修

棉作そのぶのに関する試験は，農業研究所で担当して翡り, Oommitt eeは研究費を援助している。

な恥ムルタンおよびラングプー）レ忙棉作試験地を設立する計画を心つている。

(5) J u t e Re s e a r c h In s t i t u t e 

研究所はダッカ市の Tejgaon 地区，ずなわちダッカ空港のすぐ近くに位置し，市中心部から約 1

マイルである。建物はかなり立派であり，施設ぶ比較的よい。

組織はAgr i cu i t u r eとTechnology の2部門にわかれている。 Agr i cu I tu re 部門は

育種．栽培，害虫，微生物，病理，士壌肥筑，統計の 7科を心ち， ジュート栽培に関する全般的な問題

を担当している。 Technology部門ではジュート繊維の検定あるいは加工などを研究している。

パキスタン最大の外貨獲得作物である-:)ユートの生産は世界貿易市場忙おいてインドと競合関係をも

ち，主た化学繊維の開発，進出と相まつて，輸出額は最近停滞気味である。したがつてこれらの打開を

はかるため，政府は生産とくに品質の向上に力を入れ，研究所危この線忙そった研究を進めている。す

なわち品質阻害の主因である st em I o t , r o o t 1 o t (いずれふヴィルス）をはじめ諸害虫（ク

I) ヶット，キャピレス）の防除研究を意欲的に進めている。これらの病害虫の life historyの

調査とともに，農薬のスクリーニングも行なわれていた。しかし現在のところ適確な防除技術は確立さ

れていたいようである。一方育種の面でも耐病虫性を最重点項目としてとりあげていた。育種目糠とし

て，さらに耐肥性で，早生，感光性の忙ぶいこと心あげられていた。

(6) North Regional Laboratory of POSIR (Peshawar,West Pakis-

tan) 

ペジャワル市の中心から約 6マイル， カイパルパス忙向つて少し入ったところ忙位置し， Forest 

-~6 1 -
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行なわれているか， としては特異な

している。

虎るため＄昂積のテストは次のようなところ

現地試験をして，

①

②

⑪

 

そ

（年間降水昌 lO OmmJr:i後）

高PH条件 (PH7. 5以上）

（最高気温 5o-u) 

その直か栽培面では

田氏により Zinc

と害虫（メイ虫）の防除， 羞よび高 PH紀と心なう生理病 (IRRI 

の不足にぶとづ〈ことが明らかにされた）の対策などが間閉となっている。

吉

試験ぶ実施されているが＄雑草で苦慮しているようである。参考注で紅西バの水田主要雑草を示すと次

のと塩りである。

Cyperus difformus 

Cyperus rotundus 

Pasepalum distichum 

p . an1cum solonum 

Sphenoclea zeylan1ca 

Nymph a e a s t a I I a t a 

Mar s_i 1 I i a .Qli nut a 

(9) Agricultural Research 

ペジャワル市内より Grand trunck 

Institute(Tarnab, 

Ro ad (to Lahore) 

West Pakistan) 

している。 l 9 0 8年に北部辺境地域の農業振興を対象匠創立され，

で 9マイルの Tarnabに位屑

建物は当時のまこのものが多く，

古い。現在は Peshawar, Dera 

研究員は Directorのぼか．

I sma i I 

Research 

Khan の北西部農業地帯を受心つている。

Officerか l2人， Assistant Researcr. 

Officer 

る。

が 23人， Researcl: Assistantが約 90人とかなりの規模をもってい

研究 Section は次のとあヽりである。
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Food 

PI ant 

Technology 

Pathology 
s
s
 En tomo I ogy s ． 
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．

．
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Statistical 

Fa rm 
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s
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内直:か lつの Snb Station を忍つている。た論第 3次 力叶青打亘 ぶとつ 研究忍旦賛C'c已太

か；了豆され§ バし real, A区riculrural Chemistry II含 Hor'i i cい!tu r e 且＄ 戸り

î p
 t

5
 

s

え
S
ぐ

siology, 

¥le t e r o i o g y , 

Hvdrology, Agric 

Machinery Testing令

Arid 

研冗襲悶はきわめて広範囲しこわた 1っている，'］ヽ麦§

主1太を古いているが，

Pear, Apple, 

か其験され，

t i on 

Peach, 

イチゴiこ

の業務らこれ

もていだ。

1HJ1 

ごラ

Irrigation 

Jレ巾内の中

Zone 

Livestock 

Apricot, 

! , u r al Eng i n e er i n g 

i¥:lanagemen t, 

an 

ogen !,.、.

年の創だといわ九る。

靡漑尻

理， ::l:t襄工学，

t ! 0 Ilをもり

ているといえないが，

Estimation 

ちば

Cy 

Researchなどり Sectionの新長が二了言

と〈［＇こ臭酋砂てついての研究紅かたいの比手をおいて 1/¥

の材質，

しいことはわからないが，

耐暑性（

11 ~ ~ 

な

Kit念

Pakistan 

ヂベレり の屈齊な

の和用であり，かんつめ，

Research 

し,,

Institute~ しahore,

る間閉，全般について研究しておヽり，

水哩，数鯉の音〖門筐わかれ，

カラチ．ハイテ

Optical 

s
 

r
g
 

g
 

e
 

B
 

さらに土壌水分の動含，

がきわめて

ペジャワル大学，

Ca! Scienes 

Forest 

バッド'(,こ心研究デを心つている。実験施設は必らすしふ近仇礼

Lever 

さとう喜ひ，

Citrus 

その

心研究していた。 Food

の Irrigation

日

ジユース 3

Niazbeg 

S i l t om e t er, El e c t r on 

Defor-meter, 

左

9
むぅレj

ること，そのた

ンヤムなど匹製造忙閏する研究

West 

Depar 

Techn 

と Nandipurに

しな

p
 

Tu be-wellの材質について 2

t
 

s
 

0
?
9
 

men t 2
 ，
 

ー
＇ 

し髯てi

i
l
d
^
 

当る屯のといえる。粗続は均

,
1
 

F
 

左

¥
J
 

i
 

r
 

くの実験褐具を備えている。

水流の制御，それと関連したダム，提防の胞行技術3 士壌工学，克た Tube-we!

ぃゞ

9

4

 

i
tぷgk̀
 

の検吋がなされ；かなり有望であることを知ることができた。プラスチック製品は輸入品で，他製品尻

されていない。

Inst i tute(Peshawar, 

さぎ尻あげた North

などである。謁杏者は土木関係如ついては専門外であり免詳

regional Lavoratory 

揺し，林業応関ずる研究羞よひ紐修を行なつている。研究部は Forestry 

な どぷ

Re s ear ch , F o res t 

Tri axial 

西バキスタンのよ合な

Products 

West 

r) 

呂hear

Moist 

Test n
 

,
i
 

h
 

c
 

e
 

a
 

ー

r
 

＼
 

左

耐塩性，

忙対しプラスチック製兄

Pakistan) 

さら1てその中が l6の研究空にわかれている。さた所長の下には統計担当官，

0 f 

Research 

P.C.S.LRと隣

Research, Bioi 

の 3部 門 忙

か
ぶ

戸
[

“• 

jr,;,:. 

諏り，林業全般に閲する閂害を扱っているといえる。

本研究所は l9 6 5年忙中央政府から丙バキスクン れているか．実質的lてはバキスタ

ンの林閉研究，行政の中心的在存のようである。 19 6 4年から Uni t e d Nations J)eveioi::・ な

ment Pro gr arnme 

をうげておっり，建物，

ProJer.t 

朽設と恣立派て，

の炭助 (1964~69年の援助額 Ll 3 4. 8 6 8 lL Sいル

日本のとの研究機関忙比べてい遜色ないはかりか象 むしろ虜つ

てあり，パキスタン国内の建造物のなかで心有数の心のといえる。林産物を自由応用いたMuseum
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る。日本から輸入したハイオトロン心 いた。

ll2! East Pakistan Agricultural Research Institute 

東バキフタ./{ては現在のところ酉パキスタンしこみられたよう之，すなわち日本 よう左

主と支つた研究機閏は左い。東バキスタン‘ を示すと次のと姜りである。
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,'¥ 

研究部 (ReS e a r C h ]Ji V i S i OCT〉

Prtneipa!, East 育 祖夕~ダi ( E c o n o m i B o t a n i s t・ ・ ・B o t a n y〉
Pakistan Agricultural 

（ ・・Cereal) Inst 1 tute II II 

調 化 学 (Agricultural Chemist) 

｝の研修

•宇9ここI 虫 (Entomo I o g i s t) 

民 責 病 理 (MyCO  J O g i S t) 

任 (Ag r 1 cul tu r al Eng 1 nee r) 

者 屠 芸 (Hort i cu l t u r i s t) 

各研究部門の長はその

(Chief Superintendent・・-Dacca Farm) 

として，

るDacca Farmはあるが，当該地はタッカ第 2

建築工事が進められており，試験圃場として使用

につながつている。共通の園場であ

そのための

なっている。しかし硯在西パ州政府

ではダッカ北方 25マイルにある Jaydebpurだ研究団旭を造成中で， l 9 7 5年完成を目途として

店ここ匠移ること lてなつている。 ,Jaydehpur化はすでに

若干の水稲ii[関する試験が行なわれている。

調査者が訪間した育種部門の研究室はダッカ空港近くの Tejgaon 地区に位置し，市中心部か

lマイルである。稲および許通作物の育種，栽培を担当している。

稲に閾しては倒伏忙弥い多収性品種の育成を中心課題としているが，最近は IRRIからの導入品種

おり，

の選択忙力を入れ， IR-8の普及と栽培法の確立を急いでいる。東バキスタン忙論ける [R-8の将

及およひ枝培法などについては第m章の 3節を参昭されたい。

(13) East Pakistan Agricultural University(Mymensingh, East 

P咋 istan) 

マイメ／ジン駅から約 3マイ Jレ， 1日フラマプトラ阿のほとりしてあり，広大な敷旭の中に建物が散存し

ている。 l9 6 l年忙 US AID の援助のもと冗設立されたもので．注だ完成していない。建設中

の建物はいずれも立派である。学部は次の 6つである。

Ag r i cu I tu re 

Agricultural Economics 

Ag r i cu l t u r a I En g i n e e r i n g 
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ima i Husbandry 

Ve r,narv 

~
 ー'-ーc

 

、

iーg
 

A
 

r al Fish e s
 それ牙れの名部にはも~-l 0の虚j巫かあ D c¥旦ricu!tur

Bot an Crop 

Biochemistry, 

教師は l2 5 

るが，

一戸
, 3 ネノベ'— Jレ，

本などに学牛を脈置している。

した際は

Karin 

あるいは他の圧究所研究員の話しから推定して，

つて，研究の比重は

(141 その他

研究機関そのもりではないか，

t 10n 

アメリカ 7ふ

Ho r l , cu l 1 u r 

郎巴彗てついて示すと Agronomy,

Ats r i cul I u r a l Bx ten 1 on, 

センターの所長の繹歴を心つ）を訪閏できたので，

Training 

(Pakistan 

->--tc..o 

前者は日

スタン‘

Bot an 

Soi l 

1 3 0人，

入れている。学牛心バキスタン人が主体であるか:,

その他アフリカ諸国をどから

（苫兄さんのA.H.MAltaf

いようである。

Institute ..'『 ejgaon,East

Academy 

Science, 

f o r 

F1ntomology, 

1. 5 0 0 ~ 1, 7 0 0人である。

I受けている。一方アメ l) 力，

り，学内の見学は出来なかつたが，

吏パキスタン'

Rurul 

”“ー
~
~
 

A
 

ヒ記のような概要を知ることがで合た。教

パキスタン

センター (Farm Mechaniza-

Pak i s t an) とコミラアカデミー

Jlevelopment 

P ! ant 

もとづいて発足した東パキスタ

も`と /1:運営されている。当センターは． 当初Officer

Pathology などである。

の大部分はパキスタン人であ

Cami! la) 

七イロン， マレイン

ドイツ，莫国，

た主た注 A.!vl Anwarul 

日べ丑力による東パキスタン'

して教育が中心であ

日

る機会を得

センターの後身で，現在はパキ

の訓練が主体てあったが，翔

在は農村青年の研修が主体となつている。吏た機械の検定など＄担当している。日本からコロンホ計両

2名Advi s er 

コミラアカデミーはコミラ地区コトワリ都を実験台とし，

て，技術者

として殴立された心ので，研究．

資金援尉］のもと

とし 援助している。

日本からもコロン囀t両

ここから地方開発のための生きた資料を得

し．同時に東バキスタン全域への虚発の指導助言をすることを目的

と教育訓練が結合した機関である。 l9 5 6年にフォード財団の

2名派遣され，活躍している。コミラ方

式を土台とした新パイロノト地区が東バキスタンの 3地区（ゴリプール， ナトール， ガイバンダ）！て投

立され， コロンホ計画専門家が各地区 2名づつ日本から派遣され， 開発に努力している。

以上のよう応，農業機械化訓練七ンター， コミラアカデミーとも日本人専門家が活躍しており， その

詳細な報告があるので， 両機関の機育ら 内容などについては省略する。
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ノ＼

1 詫外国との関

、.i 

''-
I _:i-
V) 

ィキリスク責［国f忙の 1日イン.i'(ペキスタ ) (l'J政界汀平斉は二こ：t 9し：二、［ご力心~ プ＇ゾ，.. , 

ポンペイ， マ I、フスなと1日イン噂頁戸尻鰊中していたた16, 祖立後のパキスクンは戸斉日門て大亥苦闘在だ

道匠立たされた。そのためパキスタン政府は峠戸］の考〈

するという二つの方針を柱忙した産業砂策を発表し，それ尻ぶとつい はかつて含だ。し

たがつて ［ごついて心？し進日のオ匁助を［仄〈うげてぎた。現在は順次日立系付斉の方古JVこ但いている

か，晶杏者の訪間中心了 Jリカ人忙 〈，・嘉「間紐上で心外['fl人Mission の八dvise 

などか見られた。主た訪「",jしたハキスタン研究機関のい〈つかからは U8 A, 1 H R l , C I M :¥1 Y T 

との協刀閃係の芯しが出た。戸万円した研究機閃のうち建物の新しい心のは何らかの援夏応よるらののよ

うである。例えは PCSIRはじ NESOOの援助をうけて芦り， はすで尻j雪＼たよう；、こ

lJ n i t e d Na t i on De v e l o pm e n t P r o g r a mm e P r o j e c t 筐よる援助をうけている。

技術協力関係紅ついては調杏対象外の事項てあり，克た靡在期間か短かったため，詳しいことはふ明

てある。しかし今後の技術協力を進めるため忙は重要と尼われるのて，調杏者の見間の筍囲から，

部門忙沿ける技術協力関係とみの出り凰点忙ついて若干の報告をしておく。

バキスタンの農業政策として店つとも某本となっている面は，

士地改良，② 主食である小麦，積の噌産（自給罪勢の確立），

かんかい事業応よる耕他四翌大と

の生産，侃発てある。吏た最近ては四バキスクンに和いてとうもろこし

るジュート，柏

のI車ひの大きいこと，

さら忙作付け面栢は少ないが（ばれいしよの増産忙力を入れていること心迩べた。これらの放策を置める

忙は大ぎな費力を必要とし，芍た先焦国との技術協力尻より効累のあがる危のか名い。したかつて＇：vの

ジュート，棉の牛産，

と次のと虹りてある。

かんがい事業，士地改良

小麦

稲

とうぶろこし

ばれいしよ

（イ世の部門は何らかの とのつなかりを心つている。それを示ず

西ドイツ

フォード財団， OIMMY1' 

IRRI 

フォード財日し CI MMY'l' 

オランダ

調査者のパキスタン訪間当日 (11月28日）のMorning News 応丙ドイツ

J o h a n n K r am e r)か中央政府典業相忙調杏報佳を提出したとの記市が載つていた。その詳細は不

明であるがMuitan翡よび Saver(ダッカ近辺）｛ておける共同農場のこと，沿よひ機械利用，士壌

保全など土地基盤紀関する心のであった。また東バキスタンの開発に Tube--wellが大きな

していること，そのため 19 6 9年麿に 18, 0 0 0合の動カポンプ導入の言i面を進めていることを述べ

たか，既設の危 (1)はらちろん， これらはいずれも西トイツからの輸入か予定されてい』百。丙ドイツかパ

キスタンとどのような形で技術協力を進めているかは不明であるか，いずれ応してぶかんがい事業を中

心とした士地某盤の分野に進出していることは事実である。東南アジアをはしめ侃開希［国陀沿ける農葵
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開発が水制御を中心とし あることを思えは西ドイツがパキスタン尻苓いてとつている方向

は ア
0o  

低収量匹あえぐパキスタンではその収量の増大のために

物には農薬散布なども行なわれている。しかし現在らっとぶ効果をあげ，

ものは品種改良である。吊種改良といっ文も

メキンコ小麦，稲尻おける IRー系統の導入などはそ~ る0 

しておヽ り，

主役をなしている

る。小麦忙ぢける

メキシコ小麦はフォード財団をと翡してメキジコから導入した恣のであり，メキツコからのAdviser

がその栽培法など技術面の確立忙ついて協力している。さらに 19 6 8年主で忙 53人紀のげる

バキスタン技術者が技術習得のためメキンコ忙派遣されている。

一方 IRRJとの交流ぶさかんで，品種改良も IRRHこ母体を提供し交配種の F'2~・F3 を導入し，

る方法をとつている。生理的な問題など陀ついても協力をはかつている。

最近西パキスタンに塩いて作付け面積の急噌しているとう恣ろこしについてもアメリカから Opaque

2などのMutantを入れ試験しているが， とうもろこし忙関するAdvi s er がフォード財団から派

遣され働いているQ またとう心ろこしの技術に関する研修などしてついてはタイ国にある Interna-

tional 'Wheat and Maize improvement Center とつながつている。

ばれいしよはバキスタンでは新興作物であるが，その面積の伸びは著しく，研究所ireおいても

の選抜，栽培法の確立尻力を入れている。はれいしよの種いもは現在のところぼとんどオランダから輸

入されている。オランダとは現在直接技術協力関係はないか，近い将来に栽培．貯蔵などの間類につ

いて協力の計画をもつている。

その他の作物についてもフォード財団をとおして世界各国から新品種を禅入し，選抜を進めている。

調査者の見間した範囲内に裟いて心，以上のよう忙バキスタンは諸外国との技術協力を進めており，

とくにフォード財団と関係が深い｀さらにアメリカはAID, フォード財団などをとおして研究機関の

建設あるいは機具っ機材の面にも大きな援助を与えている。

バキスタンはインド，中国，ソ連などの大国と隣接する立地条件妃あるため．政治的忙は中立政策を

とり．中国， ソ連とも友好関係をもつている。しかし中国， ソ連との技術協力関係については不明であ

る。

なお，商晶作物， とくに外貨獲得の最右翼であるンユートの技術研究忙ついては自立の方向をとつて

いることをつけ加えてぶく。これは技術流出を防ぐためのものと推測してよく，今後東南アジア諸国と

の技術党力分野の選択忙おいて考慮すぺぎ事項である。

2. 日本との関係

日本との技術協力が本格的にはじ注つたのは戸苅義次氏を団長とする第二次農業函杏団 (195 8年）

か派遣されてからであり，その実を結んた心のの一つが東パキスタン農業訓練センターである。

1 9 6 0年忙発足してから現在支で l0数名の専門家が農認技術員の訓練忙貢献してきている。現在は

東パ政府の運営下忙あり，農葵機械化訓練センターとして．引続き技術員の訓純を実施しており． 日本

の専門家 2名が協力し，樽械おヽよび作物（野菜を含む）の技術指導に崎つている。

コミラアカデミーにも 2名，またそれに属する新パイロット他区（ゴリプール，ナトール， ガイバン
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つと忍
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くはないか，
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術協力の問題点
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であろう。

資金の供給

国

①冗ついては論をまたない。

金を必要とずる。

ぬげ

スタ

な面が関巳言～らことであるか，

の Director,
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ついて応，
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キ
5,；

 

向上と人材の誓成

,<4 

m1 r臼

る」との表『j!をしている。史た

各種の面の

国民の約 85 %は

）
 

ーヽ
~
、
i
>し

1 s lam 

りでた〈，

,-r, 

あらわれてい

氏は日本と

ベ臼［麻

たいとの遠答の

広～

り収畠は

ふ• V〕で虎・:ら。

ノ：キスタ／と

心つ，し・ら必麦を丙

といわれ，研究所で罰し

I可家振巽の tからい

ぞ

日本か本忍介りな

指噂という已〈

ごいて

ここを~ご）｛ず` 真えてお

忍
P―i

 

9
9
'
 ,̀ 

ょさ

M 令 Arnir Ah an12 

れていることぶ大きな因であり＄

農業技術協力忠広い意味でい

-r'ヰ'-'・"、;

0 

次（乃：＼点

としてとりあげられているかんがい直業には莫大な資

れてふ 3

出界的Iてぶもつと忍倍い。仮収の原因には各穂の面か閲厚しているか，号屑j'

の①，

その遅れをとりぶとす心のてあり，

ろ。 AID, フ ード財団左

8 o K9と

る。

をと力し

て行なわれているアメリカの協力は，試験場，

わめて広範囲てある。一方わが国の協力は罰！練七ンター［こ芦げ の研修な

兄賃の導入左ど含

7 ,, 「
'.C); 王）

門にむわたつているが，

さて

その内容はすでに述べたよう匹③である。

り， 芍た技術協力 ついて考えてみ と この誓I'「］忍古谷
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わかれ の唱望～ご主 ,<イロノ
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戸ta rm 

lつは土壕苺査とか

f
j
 

は ことは炭t:のと

手,~, 

ついて

方庄：ti. 応清巧術者の努力

f
ー

c
 

おいて土重が高い。

へたよう匹，

るぶ四て虎り，実際［こは労名（して， その

と

立ニ、は

この

つ

均（乃専入こよ

だらんであ

ン八

だ

貨I,,・ヽ校年~は

のよう 任芯買式かよいか＄

との仕弔三；晟宅辻ざる

いがらてある。

だし乃。 柊器械， I閉1珀十左

は容易ては左い。それ

さだ喫窪茎J色

とんどだい，3

てあらrjくの管真だとはとて心で ., I 'ふ
なゞ へ。 しle.

のようにずればエ地か肥沃［てなるか 科作

哀退のぶそか危

『］本の

の後1ごぢげ

良を髯胎として発展してき

＇ 
、』t
し
5

い罰戸戸欲がある。つ支り

バキスタ

〈い。

は"t会的匹附，ぷ．阿吝[Iり［こも遅れて

咬かなく，金がか

良(7)

間を要ずること，

れるか，

バキスクン

¢ 2 

ぢける為力か

的四共叫ずることであ

れを加utさせる（以貨］の大瓢左向 iか某ぶ）ため応はエ主（乃ほか(<こ

じ'¥

.. ,. 
~'Q 

おいて

しか怠効菜かはつぎりしていもからである。パキスタン政府s 研究所がメキ

コ小麦や IH系統にみられるような汀品禾州の

パキスタン応えいて日本か協力しているよう

う。

主た木格的忙進めるため（ては，

要とずらからで虎る。つ逹り組繕（人数）と

如げる育種研究組緻の確芦

<1: することが必佐であり，主

かあろう。

進められている。しかし水やこれ

訪除といつて危戻害虫

ぃこ

こ杞ぽつて出史ピ．った危の

も汀会的，咋済甘りの

個人

と，喜印初期支

ど

入はぶつ

もっと略

支た日本左ら取り寄せた野菜をはじ{{)各輝

鰐営の同し応誓立つことは屯

生理，

る応

て克れば，

ととらに向ヒしている。

る。したかつて；［旦在の段限に対応した技術てないと

忍効果的てある。

←)ことは当然で忠ら。

も

八

良か嵯箇であった。硯庄みられ

うところが大：含く，品種改

ぁち。ふおろんその罰聾には国民の

しているものと恩われ，

る面危大含いが，限度がある。それは長期

；在と品酋改良匠関す

しかしで含

らの昂種の導入，

バキスタ

これは東南アジア全

1」｛王て虎ろう。いずれ仄して心バキスタンをはじめ吏南アジア各国では国l対応盃げ

などの開発．列用ふ

劣しい。

汁
さ5̀ 

l
こ

の必

広く必

る。理想としては IRRIのような形がのぞ古

ぁ〗よびそのための研究者の育成など匠協力するのも一—

た

も併行する必要

ながら

のぞめない。したがつてこ
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れら る研究協力心大ビ］てあり，大ぎ左 こ
。

クーょ突）

の鮪力で協力で含る面をもつている。

な芦派遣阿究員が研究所を1動の土昌とする場合の考慮を若干逹べてむく。研究杓設のよいことと平舌

戻均のよいことがのそ主しい。バキスタ Department of Plant 

Protection, Irrigation Research Institute 左どー音15を除くと，その虚設は十

分ではない。したがつて携行野材をある和度用裔してい〈必芳かある。竺苫環塙の面ではカラチ， ラホ

ール， タ；；力はイキリス人の開発した市街旭かあり，不自由は少ない。しかしぎ虫立後に発展した都市は

適当左ホテルもなく，食市らカレーを主としたバキスタン料王里が中心てある。と（応丙バキスタンの仕

居（ホテルぶ同じ）は厳しい暑さを防ぐため，窓の左い士蔵様式のつくりで， 日中で心涜み雪ぎには軍

気を必要とし，開放的牛活匠慣れている日本人応は陰うつ戌を信える。しから禁酒を原且IJとしてぢり，

女件と閉ることはぶちろん．頻をみる隈会ら少なく，長期麿在(ては気力，体力を必要とする。したかつ

こ十分な活躍を期持する応はでぎる限りカラチ， ラかール，ダッカ左どの都市から通える範囲内Vこあ

る試験研究機関で協力するのが理想である。上記都！↑ぃてある研究機関のうち丁た心のを示すと次のと沿

りである。

frrigation Research Instit11te 

/:,oil l:lurvey Project 

Rice Botanist l:lection u b Ag r. Re s e a r ch Ins t i t u t e) 

J)epartment of Plant Protection 

上記各研究所で実杞してい ついては第rv章第 2節を参胴されたい。

たぷバキスタン研究者が日本匹対しどの和度の関心と理解を応つているかを述ぺてぢぎたい。東パキ

スタンでは多〈の日本人技術者か指導，協力四参加して裟り，注た日本の研究市情の紹介もな苔れてい

るため．かなり日本の事情応明るい。一方世［バキスタンについてみると．すて爬遮べたよう冗メキンコ，

アメ l)力との協力がさかんて． とく紅メキンコ小麦の栽培に関連して両国を訪れる研究者が多く，その

ぼとんどは途中日本を通過している。したがつて日本に対する関らは含わめて深く，調査者の出張が好

意的匠迎えられた一因と思っている。両国の技術協力を進める好機とぷいえる。いずれの研究機関にお‘

いても謁杏者の質閂以上Vら逆に日本の研究水進．事情なとの逆質間をうけ， 日本との文献交換を求め

られた。パキスタン訪間中，調査者か見ることのできた日本の資料は「アジア農業」だけで， 日本の高

い農望技術の紹介の必要を感した。今後パキスタンをはしめ東南アジア各国と技術交流を進めるために

は派遣者の英語の理解力を高めるとと忍に，主要農業技術あるいは研究方法など匠ついての莫文資料の

発行が必要ではなかろうか。それ心大含た技術協力として役立とう。

技術協力に関して，いろいろ述べて含たが，最後匠もう一度，調査者の考え方を強調してお知たい。

技術協力を進めるには，その国の開発の方向を正しく詔識し，それ匠役立つものであることは当然であ

るが，同時紅その国の現在の技術水準陀立脚したものでなければならない。その上長期間続げなければ

効果のあかりにくい現状で心ある。したかつて技術協力応対する基本的姿勢を確立することがぶつとぶ

雷要である。そのため｛ては広くというよりむしろ日本と協力する場合紅はこの部門でというようた特徴

をボつことが大切であり，同時に派置者の養成，帰国後の身分の保障など派遣体制の確立が必要である。
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タン

「た点で'/、さ

キ°、2 

よひ式馬貸訂定 'fJf:1「の息否喜見応つし＼て謬目fl して喜だ~か，最後［！こ， CJ且杏冗虹

喜忍した「ド直のうち四いくつかを参尻注で応あけてお、〈。

（乃賃応車←］よルピー (Rs)

タンの'.Y]冗 IA叫りのて［均所紅 (19G4~65年）は 40 6 H sで邦貨匹して 3万円弥応すぎたい

号了信屈苫の賃令は i口占り 2~ 3 H s 

Kq 1 11円， した只

レートで IRs fi 7 5_ 6円に当る。ところでバキス

る2 秀た来，麦の生産者竹棋を示すと，酌者が玄米 i

ると, l O a行り粗収入は 4,2勺 00円である。同様匹卜麦は 1kg

:3 0円， l O a~ 尻り粗収入はふ 00 0円応み、たない。

2. r,,1 敦筐冒汀だ断食の↑砂門~， ヴエールで覆われただ外の他覧の爪ドと

大きなネックてある。これらの風饗もカラチ， ラホールなどの大都市では順次屑える方伯JV[進んてい

る。 Ilepartrrient of Plant Protection では二人の女性圧究者か働いていた。

大郡r『f[てみられるこのより左

鍔落桐訊をはロミるためには

虎る心

汀が痔外との交流の門戸で，

制限は生産性向．卜¢の

3. 教白,r,動を且めるには

めであろう。

る必要がありぎそのためしては敦育水準の向上が不可欠て~

及応心いても心つとも立・ヽ芍左ことである。バキスタンの モスタ

を巾ことした旬忍7¥ij式をとつている。したがつて蒻育活動を進める上ては都合かよい。

る。資材のうちで祇はふつと心必西な心のの一つである。

パキスタン (l)ハJi.フゾ|量臼いiゞ自]の畠着rn翌したとぃわ}ごぃる0 しかし文盲亭 85 %の現状応沿

いて汀［してあい，紙質も門い。支たマッチの材質心不良て，マゾチをイ吏うたひに，洋服仄気をつか

う状樟こあっヒ。実パキスタンは耕地文か高く，古た戸パキスタンでは草原か名〈， と｀心に森林が少

ない。凋年考ば首府イスラ←プバ；；ト紅心いて生育のよいポプラを幾つかみることかできた。それらの

lj育年数，生青畠なとの調杏をしなかったのは残含であるか， イスラマパツトの発足年数から考えて，

かなり良い牛育と考えられる。ポプラの適旭袢左どについては専門外てあるが，森林のないバキスタ

ン［ことつてのドフ・ラの棺林はどんた心のてあろうか。専門家の検討を期待したい。

4 西ベキスタンの表播鱈吠形成こ沿いて在来苫力具て 5行和］の幣地作業を必要としていた。きた東バ

キスタンの Rabi Season した耕地，舷地に翡いて Power tiller で 7}Pの瞬間

『；力， したかつて 8~9印の機械を必要とし，その場合でも普通爪か用いられていた。ナタ爪は雨手

の水分のある条flt応古いて効卒的といわれる。このより左現象は士墳が Olay を多く含み，主たそ

の時期か乾図し，表土が極度応硬いからてある。ペキスタンに限らず東南アジア冗裟ける沖積士の

Rabi cヽason の開発を考えるたらば，それに適応て含る耕転機械耕転爪の適応性の検討など

が必要応たろう。だお機械導入と関連して強調してお危たいのは水田（畦畔かある）匠農遭がないこ

とてあり，をた円翠は誓度か高く，機械も耐食性の材質か応要であることをつけ加えてぢく。

5 恥鎌などの小農具は写頁Iてみられるように柿類か少左く，士頃条件紅関係なく規絡が同ーで，材

和ぷ鈷金定で，砥石心だい。バキスタン技術者のなか匠も新剖の大邸機械導入より小農具の充実を唱＜

人ふあった。労｛動力か名＜，一方失業者の多いバキスタンでは機械の導入は失業者解消と逆向すると

いう考え方1こたったものである。その論の是非は別として，播種機など小農具の箔用か必要であり．
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のためには

り． 農薬部門

の養成を罰慮した。

る場合応は叫， ジュ~ ート左 るふのならはし此）るの力l.J:い。；これ

＜，，巳芳といきたフランティシ、3 _'./の名残'） と注つて

いるからである（ジユートは必らすし、もそうてはないか）。さら応芦主虫の兌土吋こ苔ヒ乙ここぐ｀）いて

いる。しかしl記述したようしご主要商尺作物はそ C勺支＼外貨

る

て病害虫の

るから研究の協力

た

ついては

少左い。したかつて

した方がよい。

よる制竺こ，臼

し

えは東南アジア（て共通

するぶのではたかろうか。

バキスタン人の［可民所得は低いか，

日のホテル代も最仮 50 Rs (約 3,5 0 0円）

高い。二食付けて 1

る。それはとふかくとしてもつとむ苫労するの

は市の研保である。とく匹東バキスタンではタクンーが少だ＜，数マイルの 心1,0 0 0 

円位はすぐ要する。ところか農業関係試験研究機関の多くは郊叩ごあり，訪閂中侍たせてお、か左いと，

帰路の車の確保しこ難渋する。その額は碧常紅高くなる。今戸>l(1)謁杏では大使館，頌事館あるいほし］オこ

よ り うけたが，それ匹心限度かある。したかつてこ幻ような~ 調査忍

そりで友るが， 長期派罰者応は自動車〈ハィクは「fi季紅使用てきず，克た一般の車、かスピード

を出すから危険）を活用できるよう冗すぺきである。きた待暑てついて恥他の外国人，

と対等，;'(交際し生活できるよう，国際的次阜化することをのそみたい。

参 資 料 （順不同）

1. Government of Pakistan :zOYears of Pakistan in Statistics 
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7, Government of East Pakistan :Annual Report of the Acceler-

ate d Ri c e Research Scheme i n Ea s t 
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: Soil Survey in Pakistan, How and 
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:Winter Crop Survey in Camilla 
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12.A.M.Akhanda and M.Ameerul Huq :Cultivation of IR 8 and 

Irrigation Prospects and Problems, 

1968 

13.Department of Plant Protection :Past,Present and Future 

Activities of the J)epartment of 

Plant Protection, 1968 

14.Ayub Agricultural Research Institute :A Guide, 1967 

15.Agricultural Research Institute, Tarnab :Annual Report 

1965~66, Part I 

16.Pakistan Central Cotton Committee:Guide to Pakistan 

Cottons, 1967 

17. Government of Pakistan: The Place of Agriculture in Pakistan's 

Economy, 1968 

1 8. 農事試験場

1 9. 海外技術協力事業団

2 0. 在パキスクン日本国大使官

2 1. 大和田啓気組

2 2. 畠山久尚監修

：パキスタンの農業と稲作の概要 1960 

：東バキスタン農業機械化訓練センター業務報告書 1968 

：バキスタン回教共和国案内 1967 

：アジアの士地改革 19 62 

：アジアの気候 19 6 4 
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乾季における水［刊l:壌 耕起作業（カラシャカク）

耕起後（プラウ 1回がけ） 耕起後（プラウ 5/nlがけ）

ターナブ農業研究所（ペシャワル） ターナブ農研の実馬釘圃場
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アユブ農業研究所（ライアルプール） カラシャカク稲作試咳場

植防局 （カラチ） 林業研究所（ペシャワル）

カラチの市場 カラチの市場
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米（カラシャカク稲作試験場亮 /¥ンジャブ地方へ(/)虞甘 !I'しifヽ 土スタ，9
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